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■令和６年度町体育協会表彰

　はわいこども園の園児と倉吉北高校の
生徒がボール遊びで交流。園児全員が参
加し、運動会のような盛り上がりでした。

（関連記事は 26 ページ）



新園舎が完成 
たじりこども園

大
し
て
新
築
移
転
す
る
よ
う
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か

け
て
実
施
設
計
、
お
よ
び
地
質
調

査
を
実
施
し
令
和
５
年
11
月
末
に

は
建
設
工
事
に
着
手
、
今
年
３
月

に
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
園
舎
は
、
芝
生
の
園
庭
を

中
心
に
保
育
室
エ
リ
ア
が
設
け

ら
れ
、
園
庭
と
保
育
室
の
間
に

広
い
縁
側
廊
下
と
デ
ッ
キ
テ
ラ

ス
が
配
置
さ
れ
た
開
放
的
な
建

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育

室
で
畳
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

廊
下
を
一
直
線
に
し
た
こ
と
で
、

職
員
が
施
設
全
体
を
見
渡
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
、
園
児
へ
の

安
全
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
北
溟
中
学
校
の
跡
地
を
利

用
し
て
建
設
さ
れ
た
た
じ
り
こ

ど
も
園
の
新
園
舎
は
、
木
造
一

部
鉄
骨
造
り
の
平
屋
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
は
、
屋
外
倉
庫
と

合
わ
せ
て
１
７
４
１
・
98
平
方

㍍
、
建
設
に
係
る
総
事
業
費
は

約
11
億
４
千
万
円
で
す
。

　

旧
園
舎
は
、
昭
和
54
年
に
建

設
さ
れ
た
施
設
で
、
こ
れ
ま
で

に
園
庭
の
拡
張
や
遊
戯
室
の
拡

大
な
ど
の
改
修
を
行
い
な
が
ら

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

羽
合
地
域
に
お
け
る
人
口
増
加

に
伴
い
、
同
地
域
の
こ
ど
も
園

へ
の
入
園
希
望
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
に
施
設
整
備

検
討
委
員
会
を
設
置
。
旧
北
溟

中
学
校
跡
地
へ
施
設
規
模
を
拡

玄関

遊戯室 屋外プール
▼�

プ
ー
ル
は
大
き
さ
の
違
う
も
の

を
二
つ
設
置
。
夏
場
に
は
園
児

の
オ
ア
シ
ス
と
な
り
ま
す
。

▼�

通
園
時
に
必
ず
通
る
玄
関
。
手
す

り
に
は
け
が
防
止
の
た
め
の
ラ

バ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼�

約
３
２
１
平
方
㍍
あ
る
遊
戯
室

は
、
発
表
会
な
ど
で
保
護
者
が

訪
れ
て
も
対
応
で
き
ま
す
。

北溟体育館

勝
美
印
刷
（
株
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
た
じ
り
こ
ど
も
園
が
新
園
舎
に

移
転
し
ま
す
。
旧
園
舎
よ
り
も
施
設
の
規
模
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
新
園
舎
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

たじりこども園
新園舎
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３歳児４歳児５歳児

遊戯室
職員室

２歳児

１歳児

０歳児

プールエリア

調理室

玄関

多目的室

３～５歳児室

０歳児室 １歳児室
▼�

０
歳
児
室
は
も
く
浴
室
、
調
乳
室
を

完
備
。
畳
も
備
え
、
落
ち
着
き
の
あ

る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼�

１
歳
児
室
は
大
き
め
の
畳
を
設

置
。
床
面
積
が
広
い
た
め
、
の

び
の
び
と
過
ご
せ
ま
す
。

▼�

３
歳
～
５
歳
児
室
は
、
広
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
。
多
目
的
に
使
え

る
よ
う
に
仕
切
り
も
あ
り
ま
す
。

２歳児室
▼�

２
歳
児
室
は
天
井
が
高
く
、
窓

の
数
が
多
い
た
め
、
開
放
的
な

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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歳入
11,365,000
（△2.8％）

町税
1,568,981

  （7.3％）
13.8％

地方交付税
4,650,000
（4.5％）

40.9％

その他
713,485

（3.3％）
6.3％

地方消費税交付金
393,200

3.5％

国庫支出金
1,591,662

（△0.8％）
14.0％

県支出金
1,041,530
（18.9％）

9.2％

町債
571,700

（△62.7％）
5.0％

繰入金
834,442

（18.2％）
7.3％

歳出
11,365,000
（△2.8％）

総務総務費
1,948,360
（6.1％）

17.1％

民生費
3,789,424

（△7.7％）
33.3％

公債費
1,201,526
（1.7％）

10.6％

その他
648,211

（△36.0％）
5.7％

衛生費
872,752

（6.3％）
7.7％

土木費
1,054,234

（△9.1％）
9.3％

教育費
1,132,765

（15.8％）
10.0％

農林水産業費
717,728

（20.6％）
6.3％

  （6.7％）

　令和７年度予算（一般・特別・企業会計）が、
３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総額は 113 億 6,500 万円で、昨年度
に比べ 2.8％の減額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

令和７年度予算
一般会計

113 6500万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 75,776
利 子 割 交 付 金 1,409
配 当 割 交 付 金 10,712
株式等譲渡所得割交付金 12,631
法人事業税交付金 19,691
環境性能割交付金 10,170
地方特例交付金 14,957
交通安全対策特別交付金 1,294
分担金及び負担金 65,974
使用料及び手数料 105,654
財 産 収 入 14,919
寄 附 金 204,500
繰 越 金 40,000
諸 収 入 135,798

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 87,350
商 工 費 227,102
消 防 費 292,404
災 害 復 旧 費 9,502
予 備 費 31,853

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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500000 1000000 1500000 2000000

固定資産税
680,776
43.4％
42,060

町民税
703,893
44.9％
43,488

たばこ税
91,533
5.8％
5,655

軽自動車税
76,255
4.9％
4,711

入湯税
16,524
1.0％
-

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
は
、
町
税
が
国
の
定
額

減
税
終
了
で
前
年
度
比
７
・
３
％

増
の
15
億
６
８
９
８
万
円
、
地

方
交
付
税
は
同
４
・
５
％
増
の

46
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
一
方
で
、
借
入
金
で

あ
る
町
債
は
、
た
じ
り
こ
ど
も

園
の
整
備
な
ど
の
大
型
ハ
ー
ド

整
備
が
終
了
し
た
影
響
で
62
・

７
％
減
の
５
億
７
１
７
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
令
和
７
年
度
に
完
成

す
る
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の
天

井
改
修
、
今
滝
梨
団
地
整
備
や
こ

ど
も
園
遊
戯
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
年
次
的
に
進
め
る
た
め
の
経

費
の
ほ
か
、
集
落
が
行
う
交
流
活

動
や
防
犯
灯
設
置
な
ど
の
支
援
制

度
の
拡
充
や
学
校
給
食
費
の
支
援

な
ど
、
各
分
野
で
町
が
対
応
す
べ

き
課
題
の
解
決
に
向
け
た
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
予
算
編
成
で
は
、

物
価
や
人
件
費
の
上
昇
の
影
響
が

顕
著
で
、
経
常
的
な
経
費
拡
大
の

圧
力
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
今
後
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
は
じ
め
、
重
要
な
課
題
も

多
く
あ
り
そ
の
対
応
が
必
要
で

す
。
事
業
の
見
直
し
、
優
先
順
位

の
設
定
や
費
用
対
効
果
の
検
証
な

ど
を
通
し
て
、
効
果
的
な
予
算
配

分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計
会　 計 　名 予 算 額

住宅新築資金等貸付事業特別会計 759
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,010
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 1,653,227
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 292,237
介 護 保 険 特 別 会 計 2,163,278
温 泉 事 業 特 別 会 計 7,334
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 559
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 316
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 459
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 57
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 996
花 見 財 産 区 特 別 会 計 85

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入  　334,080
資本的収入       　        0
収益的支出  　330,056
資本的支出  　   23,663

水 道 事 業 会 計

収益的収入　 263,065
資本的収入         33,090
収益的支出      254,797
資本的支出  　182,785

下 水 道 事 業 会 計

収益的収入      931,518
資本的収入  1,345,955
収益的支出      931,518
資本的支出  1,655,207

単位：千円

65,132 円
町道の整備や町
営住宅の建設に
使います。

44,343 円
生産基盤の整備
や農林漁業振興
に使います。

53,920 円
ごみ処理、健康
対策に使います。

234,117 円
子育て・福祉の
充実に使います。

120,373 円
町全体の管理・
運営・企画など
に使います。

76,787 円
長期の借入金に
対する返済など
に使います。

18,066 円
消防体制の整備
や防災対策に使
います。

14,031 円
商工業や観光の
振興に使います。

5,397 円
議会活動や運営
に使います。

69,984 円
学校・公民館の
整備や教育の充
実に使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
町民１人当たりの行政サービスを金額にすると…702,150 円 （２月末現在の人口で算出）

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※２月末現在の
人口で算出

5 広報ゆりはま



▼�

９
月
の
稼
働
に
向
け
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
を
進
め
ま
す
。【
電
算

処
理
臨
時
経
費
／
８
８
１
３
万
円
】

▼�

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
避
難
所

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
ラ
ッ
プ

式
簡
易
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。

【
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
事
業
（
地
域
防
災
緊
急
整
備

型
）
／
１
５
０
万
円
】

▼�

集
落
が
行
う
防
犯
灯
の
設
置
や

交
流
活
動
な
ど
へ
の
交
付
金
に

つ
い
て
、
小
規
模
集
落
を
中
心

に
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。【
集
落

支
援
事
業
／
３
９
５
９
万
円
】

▼�

町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
な
る
次

期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。【
総

合
計
画
策
定
事
業
／
２
３
８
万
円
】

▼�

令
和
８
年
度
の
ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
都

市
提
携
30
周
年
を
記
念
し
て
ハ
ワ

イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
に
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
を
整
備
す
る
ほ
か
、
大
ホ
ー
ル

の
天
井
耐
震
改
修
が
完
成
を
迎
え

ま
す
。【
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
臨

時
経
費
／
１
億
３
６
３
９
万
円
】

▼�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
東
郷

池
や
温
泉
と
い
っ
た
町
の
特
色

あ
る
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
、
外
部
の
専

門
人
材
を
招
へ
い
し
ま
す
。【
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

／
４
９
５
万
円
】

▼�

先
進
的
に
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
取

り
組
む
集
落
を
支
援
す
る
ほ
か
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
知
識

が
な
く
て
も
業
務
に
必
要
な
ア

プ
リ
を
開
発
で
き
る
ノ
ー
コ
ー

ド
ツ
ー
ル
を
導
入
し
業
務
の
効

率
化
を
進
め
ま
す
。【
情
報
化
推

進
臨
時
経
費
／
９
２
２
万
円
】

▼�

施
設
、
防
災
や
観
光
な
ど
の
デ
ー

タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
地
理
上
に

重
ね
て
表
示
し
、
簡
単
に
閲
覧
で

き
る
統
合
型
の
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。【
統
合
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
事
業
／
９
４
３
万
円
】

▼�

町
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況

の
推
計
な
ど
を
行
い
、
脱
炭
素
の

取
り
組
み
を
示
す
温
暖
化
防
止
実

行
計
画
の
区
域
施
策
編
を
策
定
し

ま
す
。【
地
方
公
共
団
体
実
行
計

画
策
定
事
業
／
１
２
６
８
万
円
】

▼�

民
間
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る
こ

ど
も
園
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

【
保
育
所
・
こ
ど
も
園
整
備
事
業
補

助
金
／
２
億
８
６
１
０
万
円
】

▼�

若
い
世
代
が
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
性
や
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
健

康
管
理
を
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。【
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
事
業
／
３
３
７
万
円
】

▼�

町
内
の
65
歳
以
上
の
人
な
ど
を
対

象
に
、
強
い
痛
み
や
か
ゆ
み
を
伴

う
疾
患
の
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
対
策
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
開
始

し
、
そ
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

事
業
／
８
９
４
万
円
】

▼�

参
加
者
が
身
に
付
け
た
活
動
量
計

で
図
る
歩
数
な
ど
で
景
品
に
交
換

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
健
康
づ
く
り

を
後
押
し
す
る「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」

事
業
に
よ
り
、
運
動
の
習
慣
化
と

健
康
増
進
を
目
指
し
ま
す
。【
ゆ

り
は
ま
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
／
１

６
８
６
万
円
】

▼�

大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診

で
異
常
が
な
か
っ
た
人
に
、
よ

り
高
精
度
な
検
査
の
費
用
を
助

成
す
る
社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。

【
新
た
な
が
ん
検
診
推
進
支
援
事

業
（
社
会
的
実
験
支
援
事
業
）

／
１
５
０
万
円
】

▼�

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
東
湖

園
と
東
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
施
設
診
断
と
修
繕
計
画

の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。【
老

人
セ
ン
タ
ー
東
湖
園
臨
時
経
費

／
１
１
８
８
万
円
】

▼�

複
雑
・
複
合
化
し
た
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
者
や
関

係
機
関
の
役
割
を
整
理
し
、
支
援

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。【
多
機
関
協
働
事
業
／
27
万
円
】

▼�

高
収
益
が
見
込
ま
れ
る
果
樹
生
産

農
地
へ
の
転
換
の
た
め
、
整
備
し

て
き
た
今
滝
梨
生
産
団
地
が
完
成

を
迎
え
ま
す
。【
畑
作
等
促
進
整

備
事
業
／
１
億
９
１
７
７
万
円
】

▼�

イ
ベ
ン
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
活
用
す
る
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
映
像
を
制
作
す
る
と
と
も

に
、
首
都
圏
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
行
い
ま
す
。【
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

り
は
ま
事
業
／
２
０
０
７
万
円
】

▼�

旧
北
溟
中
学
校
周
辺
線
の
整
備
や

龍
島
・
旭
地
内
の
浸
水
対
策
な

ど
の
道
路
事
業
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
改
善
や
防
災
対
策
を
進
め
ま

す
。【
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
／
１
億
３
２
０
０
万
円
】

▼�

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
特
定
空

き
家
の
除
却
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
特
定
空
き
家
に

な
る
前
の
空
き
家
除
却
を
支
援

し
ま
す
。【
空
き
家
対
策
支
援
事

業
／
２
６
０
８
万
円
】

▼�

町
内
小
学
校
で
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

英
語
教
材
を
活
用
し
た
英
語
力
向

上
に
向
け
た
実
証
実
験
な
ど
を
行

い
ま
す
。【
学
ぶ
意
欲
を
育
む
学
力

向
上
推
進
事
業
／
１
４
２
万
円
】

▼�

子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た

保
護
者
研
修
を
、
子
育
て
・
学

校
教
育
・
家
庭
教
育
の
分
野
で

連
携
し
て
行
い
ま
す
。【
ゆ
り
は

ま
こ
ど
も
の
夢
応
援
・
研
修
事

業
／
３
万
円
ほ
か
】

▼�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
児

童
・
生
徒
に
整
備
し
た
学
習
用

端
末
の
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
材
等
整
備
事

業
／
１
億
３
２
０
９
万
円
】

▼�

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
各
種
運
動
教
室
の

開
催
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
や

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま

す
。【
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
事
業

／
２
０
７
８
万
円
】

▼�

羽
合
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
な
ど
の
体
育
施
設
の

整
備
を
進
め
ま
す
。【
体
育
施
設
管

理
臨
時
経
費
／
２
８
６
５
万
円
】

令
和
７
年
度

町
の
主
な
事
業
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令
和
６
年
度　

町
体
育
協
会
表
彰

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の

あ
る
人
や
、
令
和
６
年
中
に
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
選
手
や
団
体
の

功
績
を
た
た
え
る
町
体
育
協
会
表

彰
が
、
２
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ま
で
す
。（
敬
称
お
よ
び

団
体
選
手
名
略
）

■
体
育
功
労
賞

▼
陸
上
＝
西
橋
孝
政

■
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▼
水
泳
＝
丸
山
耕
平

■
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▼
カ
ヌ
ー
＝
石
田
莞
典
、
立
木

遥
大
、
門
木
誠
太
朗
▼
柔
道
＝

坂
口
修
宇
▼
水
泳
＝
太
田
侑

志
、
岡
田
晏
奈
、
西
本
頼
、
福

本
乃
愛
、
牧
田
創
士
、
松
井
一

華
、
本
川
愛
花
、
山
下
暖
真
、

湯
村
咲
英
▼
レ
ス
リ
ン
グ
＝
岡

田
晏
奈
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
小

川
喜
市
、
小
谷
詩
織
、
佐
藤
廉

汰
、
實
田
結
有
、
吉
本
采
那
▼

陸
上
＝
中
山
友
、
村
岡
心
和
、

山
田
菜
月

【
小
学
生
／
団
体
】

▼
水
泳
＝
東
郷
小
学
校
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
東
郷
小
学
校
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
チ
ー
ム
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
＝
東
郷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
、

羽
合
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
、
羽
合
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
男
子
▼
卓
球
＝
東
郷
卓
球
ス

ポ
ー
少
年
団
▼
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
＝

ア
ロ
ハ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

【
中
学
生
／
個
人
】

▼
カ
ヌ
ー
＝
石
田
夏
瑚
、植
田
莉
生
、

河
本
十
至
▼
サ
ッ
カ
ー
＝
鳥
羽
颯
輔

▼
柔
道
＝
郡
野
航
河
、
谷
岡
美
歩
▼

水
泳
＝
小
谷
悠
人
、
杉
井
珀
雲
、
杉

井
福
雨
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
足
立
悠

隼
、
尾
島
美
月
、
加
藤
沙
徠
、
田
中

穂
乃
花
、
森
田
誠
史
、
米
増
花
▼
卓

球
＝
戸
羽
彩
乃
▼
テ
ニ
ス
＝
川
本
帆

南
美
、
廣
江
健
生
、
松
嶋
理
乃
▼
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
湖
山
蒼
大
▼
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
＝
高
橋
伸
▼
陸
上
＝
河

田
知
夏
、
長
田
塁

【
中
学
生
／
団
体
】

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
▼
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
＝
湯
梨
浜
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
▼
軟
式
野
球
＝
湯
梨
浜

中
学
校
軟
式
野
球
部
▼
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
＝
湯
梨
浜
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

【
高
校
生
／
個
人
】

▼
カ
ヌ
ー
＝
河
原
拓
哉
、
山
田
慶

太
▼
弓
道
＝
粟
田
朋
美
、
生
田
愛

澄
、
小
原
己
侍
、
酒
井
心
優
、
積

田
惇
平
、
積
田
麻
央
▼
剣
道
＝
大

木
珀
琉
▼
サ
ッ
カ
ー
＝
秦
野
徠

臥
、
藤
田
朔
太
郎
▼
自
転
車
＝
亀

井
伶
師
、
杉
井
星
仁
▼
水
泳
＝
河

口
夏
葵
、
日
下
隼
、
本
川
美
和
、

筏
津
健
斗
▼
ラ
グ
ビ
ー
＝
筏
津
健

斗
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
逸

成
、
笠
田
愛
美
、
下
田
悠
貴
、
前

田
柊
太
朗
、
山
本
蓮
▼
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
＝
河
本
夏
華
、
髙
力
穂
乃

花
、
杉
谷
帆
七
海
、
丹
波
楓
華
、

松
本
優
里
、
吉
田
瑞
帆
▼
卓
球
＝

清
水
優
那
、
二
宮
吏
菜
▼
テ
ニ
ス

＝
櫻
井
友
子
、
谷
口
翔
哉
、
山
﨑

詩
子
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
朝

倉
桃
花
、
亀
井
美
玖
、
川
崎
麻
穂
、

中
田
桜
鈴
、
長
綱
茉
咲
、
牧
田
つ

く
し
、
山
田
真
輝
▼
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
＝
田
中
憂
聖
、
中
田
賢
太
▼
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
＝
中
村
柑
那
、
中
村

奈
々
未
▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

＝
橋
本
健
佑
▼
陸
上
＝
青
木
崇

弥
、
網
師
本
蓮
、
遠
藤
駿
、
片
山

杏
樹
、
濱
田
悠
希
▼
レ
ス
リ
ン
グ

＝
青
木
恵
一
、
山
口
航
輝

【
一
般
／
個
人
】

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝
敦
賀

元
、
西
橋
寿
美
恵
▼
剣
道
＝
國
田

絢
莉
、
竹
内
善
一
、
皆
川
雄
哉
、

三
村
侑
暉
▼
水
泳
＝
小
椋
翼
、
祖

田
栄
一
、
田
口
直
幸
、
谷
岡
慎
矢
、

西
川
貴
大
、
米
原
慎
悟
▼
卓
球
＝

小
椋
浩
明
、
森
田
真
綾
▼
陸
上
＝

阿
弓
兼
司
、
楳
田
健
二
、
賀
須
井

長
美
、
北
村
弘
子

【
一
般
／
団
体
】

▼
グ
ラ
ウ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＝
湯

梨
浜
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
泊
支
部
▼
剣
道
＝
湯
梨
浜
町

剣
道
部
成
年
男
子
▼
水
泳
＝
湯

梨
浜
町
水
泳
部
男
子
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
湯
梨
浜
町
水
泳

部
フ
リ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム
▼
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜
町
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
成
年
男
子
１
部
、
湯

梨
浜
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
成
年

混
成
２
部
▼
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜

町
テ
ニ
ス
部
成
年
男
子
、
湯
梨
浜

町
テ
ニ
ス
部
成
年
女
子
▼
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
＝
湯
梨
浜
町
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
成
年
男
子

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進

課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　体育功労賞にマスターズ陸上にて3000m、
5000m、10000m の３種目でアジア記録
を樹立したことのある西橋孝政さん（田
後）が選出。西橋さんは表彰式で「応援
してくださった皆さまのおかげで受賞で
きました。80 歳までに地球４周分 16 万
km を走破できるように走り続けて行き
たいです」と謝辞を述べました。

賞状を受け取る西橋さん

体育功労賞に西橋孝政さん
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事業者支援制度
　創業、新事業進出、販路開拓や雇用に関する各種補助制度をご紹介します。
内容や申し込み方法などの詳細は、役場産業振興課にお問い合わせください。

　町内に住所を有する▼シニア世代 (55 歳以上の人）▼子育て世代の女
性（18 歳までの子どもがいる女性）▼就職氷河期世代（昭和 45 年４月
２日から昭和 60 年４月１日までの間に生まれた人）▼移住定住者（県
外に１年以上居住していた人）を正規雇用した町内事業者を支援します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす事業者
①�町内に事業所（公的団体などは除く）を有すること
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③�雇用促進計画を町に認定された日から６カ月以上継続雇用していること
④�他の被雇用者を事業者の都合によって解雇していないこと
⑤町税および公共料金を滞納していないこと
⑥�賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けていること
⑦賃金の支払いが遅滞なく行われていること
■対象となる被雇用者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
②�事業主が個人事業者の場合、事業主の三親等以内の親族でない人
■奨励金の額　１人につき 20 万円

雇用促進奨励金❶

　空き店舗や空き家などを借りて開店する人に
対して、その賃借料の一部を補助します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす人
①�町内の空き店舗などで小売業、サービス業、
飲食業などを開業する人（風俗関連業種など
一部該当しない業種があります）

②�空き店舗などの所有者と同一世帯および三親
等以内の親族でない人

③町税および公共料金を滞納していない人
④�商工会などの町内の公共的団体に加入してい
る人

■奨励金の額
　空き店舗などで開業する場合の賃借料（住居
部分を含む）の２分の 1を奨励金として交付
※限度額は月５万円で、交付する期間は１年
間、交付は１人につき１回限りです。

チャレンジショップ支援奨励金❷
　創業や販路開拓を目指す事業者が、町商工会
や金融機関などのサポートを受けて事業計画を
作成し、審査で採択となった事業計画の取り組
みを支援します。
■対象者　
　町内在住の個人事業者または町内に所在地と
営業の本拠がある中小事業者
■補助金額　
①�創業・新しい分野への進出のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 50 万円）
②販路開拓のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 20 万円）
※ただし、事業承継に伴う事業と認められる
場合は、必要経費の３分の２を支援します。

創業・販路開拓支援補助金❸

【 問 い 合 わ せ 】
役場産業振興課
（℡ 35-5383）
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　町内への進出を目的に、施設を新設する事業
者を支援します。
■�対象者および奨励金の額
　次のとおり、新たに賦課された固定資産税の
３カ年分の額を交付します。
①�施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内
②�施設の新設のための投資額が３千万円以上
で、新規常用雇用者数が４人以上９人以下の
事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額に３分の２
の割合を乗じた額内

③�施設の新設のための投資額が３千万円以上の
事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の 1
の割合を乗じた額内

④�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新
設のための投資額が１千万円以上で、新規常
用雇用者数が１人以上の事業者

＝�新たに賦課された固定資産税の額内
⑤�申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設

のための投資額が１千万円以上の事業者
＝�新たに賦課された固定資産税の額に２分の 1
の割合を乗じた額内

企業立地促進奨励金❽

　事業規模拡大を目的に、施設の増設または移
設を行う町内事業者を支援します。

■�対象者　
　施設の増設または移設のための投資額が
１千万円以上（増設の場合は増設部分のみ）で、
町税および公共料金を滞納していない事業者
■�奨励金の額　
　新たに賦課された固定資産税の３カ年分の額

企業拡充奨励金❼
　新たに事業を開始する事業者や規模拡大を行
う事業者の工場・事業所などの新設・増設また
は移設する際の設備投資に係る費用の一部を支
援します。

■対象業種
　製造業、ソフトウェア業、情報処理・提供サー
ビス業、インターネット付随サービス業、自然
科学研究所、デザイン業、機械設計業、職員教
育施設・支援業、本町の経済の活性化に寄与す
るものとして町長が認める業種
■補助要件
　次のいずれかの要件を満たすこと
①投資額３千万円以上（固定資産への投資額お
よび５年間分の賃借料の合計）
②�雇用者数が３人以上純増または雇用維持＋
付加価値額の伸び率が年４％以上

■補助金額および補助率
　補助上限額は次の①～④の合計額（最大
５千万円）
①固定資産取得費用の補助
＝補助率 10％（工場などの新設、規模拡大を
目的とした増設または移設事　業のため、土地・
家屋・償却資産の取得に要する費用）
②初年度リース・賃借料の補助
＝補助率 25％（契約期間５年以上のもの）
③少額資産取得費用の補助
＝補助率 10％（20 万円未満の資産）
④人材確保費用の補助
＝補助率 25％（１人当たり 15 万円、合計 45
万円が上限）

企業立地事業補助金❹

　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）を
借り入れた町内小規模事業者の支払う利子の負
担を軽減します。
■�補助金額　
　㈱日本政策金融公庫に支払った利子額の２分
の１以内の額（延滞に係る利子は除く）

マル経融資利子補給補助金❾

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業者
が支払う保証料の負担を軽減します。
■�補助金額　
　県信用保証協会に納付した保証料の２分の１
以内の額

小口融資保証料補助金❺

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業者
が支払う利子の負担を軽減します。
■補助金額　
　金融機関に支払った利子額の２分の 1 以内の
額（延滞に係る利子は除く）

小口融資利子補給補助金❻
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狂
犬
病
予
防
注
射【問い合わせ】

役場町民生活課
（℡ 35-5318）

に
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
狂
犬
病
と
は

　

狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
し
、
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率

で
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
世
界
で
は
年
間
推
計
５
万
人

以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
１
９
５
６
年
を
最

後
に
犬
な
ど
を
含
め
た
狂
犬
病
の

発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
依
然

と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
内

で
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
た
め
、
万
が
一
に
備
え
た
対
策

こんなとき 届出窓口 手数料 備考

生後 91 日以上の犬を
新しく飼うようになったとき

役場町民生活課
東郷・泊各支所

県中部の指定動物病院

登録手数料
3,000 円

県中部の指定動物病院で
は、狂犬病予防注射の接
種時に登録と注射済証の
交付が受けられます。

鑑札・注射済票を紛失したとき

役場町民生活課
東郷・泊各支所

鑑札再交付手数料 1,600 円
注射済票再交付手数料 340 円

県中部の指定動物病院以外で狂犬
病予防注射を受けさせたときなど

注射済票交付手数料
550 円

動物病院で発行された
注射済証を持参してく
ださい。

飼い主・飼い犬の
住所が変わったとき

町内の
転居

無料

町外へ
転出

転出先の市区町村
本町が交付した鑑札を
持参してください。

町外から
転入

役場町民生活課
東郷・泊各支所

転入前の市町村で交付
された鑑札を持参して
ください。

飼い主が変わったとき、飼い主の
氏名・犬の名前が変わったとき
飼い犬が死亡したとき

■
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
義
務

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
次
の
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼�

市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を

す
る
こ
と

▼�

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

▼�

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い

犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る
鑑
札

に
は
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
鑑
札
を
飼
い
犬
の
首
輪
な

ど
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ
と
が

で
き
、
狂
犬
病
が
発
生
し
た
場
合

飼
い
犬
の
登
録
と

　
犬
の
飼
い
主
に
は
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
や
届
出
な
ど
に
必

要
な
事
項
を
確
認
し
て
、
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼注射済票

▶
犬
鑑
札

●各種届出について

が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
窓
口

　

犬
を
飼
い
始
め
る
と
き
や
飼
い

主
・
飼
い
犬
の
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

届
出
窓
口
な
ど
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。
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生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
の
間
に
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務

が
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
20
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
案
内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
県
中

部
の
指
定
動
物
病
院
ま
た
は
町
の
実
施
す
る
集
合
注
射
の
各
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す

　

集
合
注
射
は
屋
外
で
行
う
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
で
の
心
配
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
雨
天
時
に
は
犬
も

飼
い
主
も
ぬ
れ
て
体
調
を
崩
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

に
た
く
さ
ん
の
犬
が
集
ま
る
こ
と

か
ら
、
興
奮
し
た
犬
同
士
の
け
ん

か
が
起
き
た
り
、
興
奮
し
た
犬
に

引
っ
張
ら
れ
て
飼
い
主
が
転
倒
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
が
充

実
し
、
前
記
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の

な
い
動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

個
別
注
射
を
希
望
す
る
人
は
事

期日 時間 会場

4/8
（火）

13:30 ～ 13:45 旧農協舎人支所

14:05 ～ 14:20 旧農協東郷支所

4/15
（火）

13:30 ～ 13:50 田後地区公民館

14:10 ～ 14:40 役場本庁舎裏車庫前

4/17
（木）

13:30 ～ 13:45 羽衣会館

14:10 ～ 14:30 役場東郷支所

4/21
（月）

13:30 ～ 13:45 宇谷集会所

14:05 ～ 14:20 役場泊支所

4/23
（水）

13:30 ～ 13:40 橋津地区公民館

14:00 ～ 14:10 上浅津農事集会所

6/2
（月）

13:30 ～ 13:40 役場本庁舎裏車庫前

14:10 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:50 役場東郷支所

■集合注射の実施日時など

・�犬の放し飼いは禁止されています。散歩する
ときも必ずリードやハーネスを装着してくだ
さい。

・�散歩時の犬のふんは必ず持ち帰ってくださ
い。公共の場や他人の土地を汚さないように
しましょう。

ルールとマナーを守り、
　　　　　適切なしつけを―

の
個
別
注
射
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

　

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は

案
内
は
が
き
の
内
容
を
訂
正
し

て
、
集
合
注
射
実
施
会
場
ま
た

は
役
場
町
民
生
活
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

病院名 所在地

ハワイ動物病院 湯梨浜町はわい長瀬
倉吉動物医療センター・
山根動物病院 倉吉市八屋

アン動物病院 倉吉市堺町
木原ペットクリニック 倉吉市昭和町
さわずみ動物病院 倉吉市上灘町
ゆうアニマルクリニック 倉吉市生田
倉吉おおひら動物病院 倉吉市海田東町
大平動物病院 琴浦町赤碕
種子動物病院 琴浦町徳万
みぃ動物病院 琴浦町八橋
うえの動物病院 北栄町国坂

■�県中部の指定動物病院

前
に
予
約
の
上
、
役
場
か
ら
届
い

た
案
内
は
が
き
を
動
物
病
院
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
注
射

済
票
の
交
付
や
新
規
の
犬
の
登
録

は
県
中
部
の
指
定
動
物
病
院
で
も

可
能
で
す
。

■�

料
金　

▼
予
防
注
射
料
金

＝
２
７
５
０
円

▼�

注
射
済
票
交
付
手
数
料

＝
５
５
０
円

※
新
規
の
犬
は
、
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
右
下
の
表
の
と
お
り

狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を

行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
案

内
は
が
き
の
問
診
票
を
記
入
し
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
個
別
注
射
と
同
じ

■
注
意
事
項　

　

犬
に
は
必
ず
首
輪
を
付
け
、
注

射
す
る
際
に
犬
を
押
さ
え
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
暴
れ
る
場
合
な
ど
、

注
射
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
注
射
の
当
日
、
悪
天
候
や

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
無
理
を
せ
ず
、
動
物
病
院
で
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町
で
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
を
目
的
に
、
予
防
接

種
に
要
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水す

い
と
う痘
に

か
か
っ
た
時
に
体
の
中
に
潜
伏
し

た
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再

活
性
化
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま

す
。
合
併
症
の
一
つ
に
、
皮
膚
の

症
状
が
治
っ
た
後
に
も
痛
み
が
残

る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■�

対
象
者　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

※
過
去
に
接
種
済
み
の
人
を
除
く

①
年
度
内
に
65
歳
に
な
る
人

②�

60
歳
か
ら
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

障
が
い
の
あ
る
人

　

経
過
措
置
と
し
て
、
令
和
７
年

度
か
ら
５
年
間
、
当
該
年
度
内

に
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、

１
０
０
歳（
令
和
７
年
度
に
限
り
、

１
０
０
歳
以
上
の
人
全
て
）
に
な

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
券
は
、
５
月
上
旬
ま
で
に

送
付
す
る
予
定
で
す
。

■���

助
成
期
間

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

■
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

生
ワ
ク
チ
ン
と
組
換
え
ワ
ク

チ
ン
の
２
種
類
が
あ
り
、
接
種

で
き
る
条
件
や
接
種
回
数
な
ど

が
異
な
り
ま
す
。
接
種
後
に
は
、

接
種
部
分
の
痛
み
や
発
赤
な
ど

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
接
種
券
に
同
封
の

説
明
書
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

自
己
負
担
額　

▼
生
ワ
ク
チ
ン　

４
千
円

▼
組�

換
え
ワ
ク
チ
ン　

　

１
回
あ
た
り
１
万
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
額

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　「
肺
炎
球
菌
」
と
い
う
細
菌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、
接

種
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
、
赤
み

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■��

対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
（
過

去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
済
み
の
人
を
除
く
）

①
65
歳
の
人

②�

60
歳
か
ら
64
歳
で
内
臓
系
基

礎
疾
患
（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
が
い
）
の

あ
る
人

■�

助
成
期
間

①�

の
人
＝
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日

か
ら
66
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

②�

の
人
＝
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

■
自
己
負
担
額
　
３
千
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担

各
種
予
防
接
種
費
用
を

　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す
！
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※
生
活
保
護
世
帯
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

■
手
続
き

　
医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
口
座
へ
助
成
金
を
振
り
込
み

ま
す
。

■
必
要
な
も
の

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療
機

関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
預
金
通
帳
、
妊
婦

の
母
子
手
帳
（
対
象
者
②
③
）
風

し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
が
分
か
る

も
の
（
対
象
者
①
④
）

　

対
象
者
④
の
人
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
本
人
両
方
の
検
査

結
果
が
必
要
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸け

い

が

ん
を
起
こ
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

■�

対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子

②�

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
（
経
過

措
置
）
対
象
者

　

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
に

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
１

回
以
上
接
種
し
て
い
る
人

※
接
種
完
了
し
て
い
る
人
は
除
く

■
助
成
期
限

①�

の
人
＝
高
校
１
年
生
相
当
に
な

る
年
度
の
末
日
ま
で

②�

の
人
＝
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

■
自
己
負
担
額
　
無
料

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
間
隔
を
空
け
て
同
じ
ワ
ク
チ
ン

を
２
回
ま
た
は
３
回
接
種
し
ま

す
。
接
種
時
の
年
齢
や
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
っ
て
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
接
種
す
る
医
療
機
関
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
接
種
後
に
は
、

多
く
の
人
に
接
種
部
位
の
痛
み
や

腫
れ
、
赤
み
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
で
す
が
、
重

い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
・
神
経
系
の

症
状
な
ど
の
重
い
症
状
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
厚
生
労
働
省
が
接
種
に
関
す
る

相
談
な
ど
の
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼�

窓
口
　
厚
生
労
働
省
「
感
染

症
・
予
防
接
種
相
談
窓
口
」（
℡

０
１
２
０ｰ

４
６
９ｰ

２
８
３
、

平
日
９
時
～
17
時
、
土
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

風
し
ん
・
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

　
風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な

い
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、

難
聴
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
が
麻
し
ん
に
感
染
す

る
と
、
流
・
早
産
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、

母
体
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
、
任
意
接
種
に
よ
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■�

対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
人

②�

妊
婦
の
夫

③
妊
婦
の
同
居
者

④�

妊
娠
を
希
望
す
る
風
し
ん
抗
体

価
の
低
い
女
性
の
同
居
者
で
、

風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
人

■
助
成
期
限

　
令
和
８
年
３
月
31
日

■
助
成
額

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
３
分
の

２
（
上
限
８
千
円
）
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人
事
異
動

◆
異
動　
４
月
１
日
付

【
総
務
課
】
▼
防
災
対
策
係
長　

山
下
史
（
町
民
生
活
課
評
価
係

長
）
▼
人
事
給
与
係
長　

清
水
麻

衣（
総
務
課
人
事
給
与
係
副
主
幹
）

▼
財
務
管
財
係
副
主
幹　

田
中
裕

行
（
総
務
課
主
事
）
▼
主
事　

田

中
真
帆
（
町
民
生
活
課
主
事
）
▼

主
事
（
条
件
付
）　

大
本
樹
弥

【
出
納
室
】
▼
主
事　

山
根
絵
梨

奈
（
総
務
課
付
主
事
）

【
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
】
▼
共
創

ま
ち
づ
く
り
係
長　

竹
内
和
也

（
総
務
課
防
災
対
策
係
長
）
▼
主

事
（
条
件
付
）　

土
井
日
花
里

【
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
】

▼
主
事　

森
達
彦
（
教
育
総
務
課

主
事
）

【
町
民
生
活
課
】
▼
税
・
環
境
住

宅
担
当
参
事　

山
下
宗
則
（
町
民

生
活
課
税
担
当
参
事
兼
課
長
補

佐
）
▼
課
長
補
佐
兼
評
価
係
長　

嶋
田
早
智
子
（
健
康
推
進
課
長
補

佐
）
▼
賦
課
徴
収
係
副
主
幹　

中

尾
陽
一
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
共

創
ま
ち
づ
く
り
係
長
）
▼
環
境
住

宅
支
援
員
（
再
任
用
）　

村
上
昭

範
（
町
民
生
活
課
環
境
住
宅
支
援

員
（
再
任
用
））

【
子
育
て
支
援
課
】
▼
参
事
兼
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
統

括
支
援
員　

植
田
美
奈
子
（
子

育
て
支
援
課
主
幹
兼
母
子
保
健

係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
子
育
て

支
援
係
長　

足
立
祐
子
（
福
祉

課
長
補
佐
）
▼
幼
児
教
育
係
副

主
幹　

平
井
香
織
（
子
育
て
支

援
課
主
事
）
▼
栄
養
士　

長
谷

川
鈴
子
（
総
務
課
付
栄
養
士
）

▼
幼
児
教
育
専
門
員
（
再
任
用
）

野
田
祥
子
（
子
育
て
支
援
課
幼

児
教
育
専
門
員
（
再
任
用
））

【
は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭　

森
美
咲
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）

【
た
じ
り
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長

中
村
健
太
朗
（
と
う
ご
う
こ
ど
も

園
副
園
長
）
▼
主
幹
保
育
教
諭　

山
根
友
梨
花
（
た
じ
り
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

西
尾

恵
梨
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

植
田
成

美
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
保
育
教

諭
）
▼
調
理
員
（
条
件
付
）　

金

田
陽
香

【
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】
▼
主
幹
保

育
教
諭　

遠
藤
あ
ゆ
み
（
た
じ
り

こ
ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
）

【
わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
主
幹
保

育
教
諭　

中
原
美
保
（
あ
さ
ひ
こ

ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
）

【
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】
▼
副
園

長　

米
澤
瑞
恵
（
た
じ
り
こ
ど

も
園
副
園
長
）
▼
保
育
教
諭　

矢
隅
真
希
（
総
務
課
付
保
育
教

諭
）
▼
保
育
教
諭
（
条
件
付
）　

竹
長
崚
介
▼
保
育
教
諭
（
条
件

付
）　

安
恒
聖
子

【
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
保
育

教
諭　

山
根
太
一
（
は
わ
い
こ
ど

も
園
保
育
教
諭
）▼
保
育
教
諭（
条

件
付
）　

加
茂
田
楽
夏

【
産
業
振
興
課
】
▼
課
長　

三
ツ

井
和
彦
（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐

兼
子
育
て
支
援
係
長
）
▼
参
事
兼

観
光
商
工
室
長　

宮
川
紳
（
産
業

振
興
課
観
光
商
工
担
当
参
事
兼
観

光
商
工
室
長
兼
課
長
補
佐
）
▼
課

長
補
佐
兼
観
光
商
工
室
主
幹　

船

木
宣
孝
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
長
）
▼
主
幹
兼
生
産
振
興
係
長

遠
藤
秀
光
（
産
業
振
興
課
長
・
役

職
定
年
）▼
主
事　

有
沢
晃
介（
出

納
室
主
事
）
▼
土
木
技
師
（
条
件

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（ 

）
内
は
旧
職
で
す
。
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付
）　

西
鼻
聖
人

【
建
設
水
道
課
】
▼
課
長
補
佐　

河
本
篤
志
（
生
涯
学
習
・
人
権

推
進
課
副
主
幹
兼
文
化
会
館
長
）

▼
土
木
技
師　

山
本
将
輝
（
産

業
振
興
課
土
木
技
師
）
▼
空
き

家
対
策
・
上
下
水
道
支
援
員
（
再

任
用
）　

河
本
希
一
（
建
設
水
道

課
空
き
家
対
策
・
上
下
水
道
専

門
員
（
再
任
用
））

【
健
康
推
進
課
】
▼
課
長
補
佐　

福
本
み
ゆ
き
（
総
務
課
人
事
給

与
係
長
）
▼
主
幹
兼
健
康
増
進

係
長　

秋
久
あ
つ
み
（
健
康
推

進
課
健
康
増
進
係
長
）
▼
主
事

中
川
征
弥
（
総
務
課
主
事
）
▼

主
事　

山
本
早
希
（
総
務
課
付

主
事
）
▼
主
事　

小
椋
翼
（
デ

ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
主
事
）

▼
栄
養
士　

岸
野
紗
央
里
（
総

務
課
付
栄
養
士
）
▼
保
健
師
（
条

件
付
）　

白
藤
紗
知
子

【
福
祉
課
】
▼
課
長　

前
田
知
代

（
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
課
長
補
佐　

清
水
豊
（
産
業
振
興
課
生
産
振

興
係
長
）
▼
主
幹
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

松
尾
愛

子
（
福
祉
課
副
主
幹
）
▼
地
域

共
生
社
会
推
進
室
副
主
幹　

田

中
理
美
（
福
祉
課
副
主
幹
兼
主

任
介
護
支
援
専
門
員
）
▼
社
会

福
祉
士　

戸
﨑
佳
菜
子
（
総
務

課
付
社
会
福
祉
士
）
▼
保
健
師

（
条
件
付
）　

上
杉
陽
向
▼
主
任

介
護
支
援
専
門
員
（
条
件
付
）　

岩
島
一
高
▼
保
健
師
（
再
任
用
）

洞
ケ
瀬
以
津
子
（
福
祉
課
介
護

支
援
専
門
員
（
再
任
用
））

【
教
育
総
務
課
】
▼
学
校
教
育
係

副
主
幹
兼
指
導
主
事　

松
本
真

（
学
校
教
育
係
副
主
幹
兼
指
導
主

事
兼
子
育
て
支
援
課
幼
児
教
育

係
副
主
幹
）
▼
学
校
教
育
係
副

主
幹
兼
指
導
主
事
兼
子
育
て
支

援
課
幼
児
教
育
係
副
主
幹　

山

根
康
平
（
鳥
取
県
教
育
委
員
会
）

▼
主
事　

濱
﨑
健
太
（
健
康
推

進
課
主
事
）

【
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】

▼
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
長

兼
中
央
公
民
館
泊
分
館
主
幹
兼
し

お
さ
い
プ
ラ
ザ
と
ま
り
主
幹　

山

本
達
也
（
中
央
公
民
館
泊
分
館
主

幹
兼
し
お
さ
い
プ
ラ
ザ
と
ま
り
主

幹
）
▼
主
幹
兼
文
化
会
館
長　

網

師
本
教
正（
健
康
推
進
課
副
主
幹
）

▼
社
会
教
育
／
文
化
振
興
係
副
主

幹　

石
原
英
治
（
中
央
公
民
館
副

主
幹
）
▼
主
事　

尾
坂
大
樹
（
生

涯
学
習
・
人
権
推
進
課
湯
梨
浜
み

ん
な
の
げ
ん
き
館
主
事
）
▼
湯
梨

浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
主
事　

田

子
貴
之
（
健
康
推
進
課
主
事
）

【
中
央
公
民
館
】▼
主
事（
条
件
付
）

本
庄
佑
基

【
図
書
館
】
▼
図
書
館
長　

秋
久

敏
彦
（
建
設
水
道
課
上
下
水
道
担

当
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▼
図
書
支

援
員
（
再
任
用
）　

竹
本
里
香
（
図

書
館
主
幹
）

【
総
務
課
付
】
▼
主
幹　

米
塚
美
智

代
（
福
祉
課
主
幹
）
▼
副
主
幹　

久
葉
尚
子
（
福
祉
課
副
主
幹
）
▼

主
事　

西
尾
み
づ
ほ
（
生
涯
学
習
・

人
権
推
進
課
主
事
）
▼
主
事　

西

田
千
尋
（
生
涯
学
習
・
人
権
推
進

課
主
事
）
▼
主
事　

蔵
本
あ
す
実

（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼
保
健
師　

増
田
麻
弥
（
健
康
推
進
課
保
健
師
）

▼
保
育
教
諭　

津
村
奈
津
美
（
は

わ
い
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

◆
退
職
３
月
31
日
付

▼
岩
崎
正
一
郎
（
ま
ち
づ
く
り
企

画
課
主
幹
）
▼
竹
本
里
香
（
図
書

館
主
幹
）
▼
岡
本
陽
子
（
図
書
館

長
）
▼
大
田
幸
子
（
健
康
推
進
課

主
幹
）
▼
千
熊
隆
介
（
産
業
振
興

課
主
事
）
▼
杉
原
寛
（
生
涯
学
習
・

人
権
推
進
課
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ

ん
き
館
長
（
再
任
用
））
▼
倉
永

伊
代
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
主
幹
保

育
教
諭
）
▼
寺
地
菜
桜
（
と
う
ご

う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
坂
口

詩
歩
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
保
育
教

諭
）
▼
木
本
健
太
（
た
じ
り
こ
ど

も
園
保
育
教
諭
）
▼
大
本
有
香
子

（
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

▼
中
村
祐
次
朗
（
教
育
総
務
課
主

幹
兼
指
導
主
事
）
鳥
取
県
教
育
委

員
会
へ
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投票所 施設名
第７投票所 役場泊支所
第８投票所 わかばこども園
第９投票所 舎人会館
第 10 投票所 まつざきこども園
第 11 投票所 東郷小学校
第 12 投票所 羽衣会館

投票所 施設名
第１投票所 役場講堂
第２投票所 田後地区公民館
第３投票所 上浅津農事集会所
第４投票所 橋津地区公民館
第５投票所 宇野地区公民館
第６投票所 旧石脇海水浴場食堂
※投票所の場所が分からない人は、町選挙管理委員会へお問い合わせください。

■投票場所

　

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
22
日
（
火
）
に
告

示
さ
れ
、
27
日
（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
時
間

　
投
票
時
間
は
、４
月
27
日
（
日
）

７
時
か
ら
20
時
ま
で
で
す
。

■
投
開
票
所

　

投
票
所
は
、
12
カ
所
で
、
下
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。
郵
送
さ
れ

る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

開
票
は
21
時
か
ら
羽
合
小
学
校
で

行
い
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
４
月
28
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
７
年
１
月
21

日
以
前
か
ら
町
内
に
住
民
記
録
が

あ
る
人
。
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
す
る

時
点
で
す
で
に
町
外
に
転
出
し
て

い
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

４
月
27
日
（
日
）
は

　
　
　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日
で
す

あ
な
た
の
１
票
が
未
来
に
つ
な
が
る

■
代
理
投
票

　

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
投
票
が

困
難
な
人
は
投
票
所
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
指
示
に
従
い
係

員
が
代
筆
し
ま
す
が
、
だ
れ
に
投

票
し
た
か
他
の
人
に
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
場
券
を
持
っ
て
、
役
場
庁
舎

内
の
期
日
前
投
票
所
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

※
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
本
人

確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所

　

役
場
本
庁
舎

■
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
４
月
23
日（
水
）～
４
月
26
日（
土
）

※
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま

で
で
す
。

■
不
在
者
投
票

　

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
施
設

管
理
者
を
経
由
し
て
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
病
院
な
ど
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
長
期
の
出
張
や
旅
行

な
ど
で
選
挙
期
間
中
に
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
つ
い

て
も
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
、
送
ら
れ
て

き
た
書
類
一
式
を
、
滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
持
参
し
て
不
在

者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【問い合わせ】
町選挙管理委員会
（℡ 35-3115）

町
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
つ
い
て
の

詳
細
は
こ
ち
ら
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５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月
町県民税 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
固定資産税 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

　固定資産税の評価および課税を適正に行うため、納税者または納税義務者が固定資産の価格などを確認でき
る縦覧・閲覧制度を設けています。縦覧・閲覧できる場所は、役場町民生活課および東郷・泊各支所です。

評価額や資産内容などを確認できます

固定資産税の縦覧・閲覧制度

▼必要なもの
▽��納税者＝運転免許証などの身分証明書
▽�代理人＝納税者の記名・押印がある委任状およ
び代理人の身分証明書

▽�借地人・借家人＝賃貸借契約書などと、借地人・
借家人の身分証明書

▼手数料　
　１名義につき 300 円ですが、上記縦覧期間中は
無料です。課税台帳の写しは、１枚 10 円です。

　相続、贈与などで土地や建物の所有者を変更
した場合は、令和７年度課税分から所有者が変
更になります。
　口座振替での納税をご希望の際は、新たな所
有者名で口座振替の手続きが必要ですので、ご
注意ください。

令和６年中に
所有権移転をした人へ

■�縦覧制度
　土地や家屋の評価額を、縦覧帳簿に記載されてい
る他人の土地や家屋の評価額と比較することができ
る制度です。
▼縦覧期間　４月１日（火）～６月２日（月）
※土日・祝日を除く
▼必要なもの
▽�納税者＝運転免許証などの身分証明書
▽�代理人＝納税者の記名・押印がある委任状および
代理人の身分証明書

▼手数料　無料
■�閲覧制度
　固定資産課税台帳に登録された自己の資産内容を
確認することができる制度です。借地人や借家人も、
借用物件の課税台帳を閲覧することができます。
　なお、５月に納税通知書と一緒にお届けする「課
税明細書」でも内容を確認することができます。
▼閲覧期間
　年間を通して可能です。
※土日・祝日を除く

　
現
在
、
国
が
推
進
し
て
い
る
行
政
手
続
き
の
電
子
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で
は
町
県
民
税
と
固
定
資
産
税
の
納
付
回
数
を
８
回
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
か
ら
国
が
示
す
標
準
的
な
回
数
（
４
回
）
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
変
更
に
よ
る
年
税
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
県
民
税
の
給
料
や
年
金
か

ら
の
引
き
去
り
に
よ
る
納
付
（
特
別
徴
収
）
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
の

納
付
回
数
と
納
期
限
が
変
わ
り
ま
す

８
期
→
令
和
７
年
度
か
ら
４
期

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月
町県民税 ① ② ③ ④
固定資産税 ① ② ③ ④

■令和６年度以前

■令和７年度以降

【問い合わせ】
役場町民生活課（℡ 35-3117）

町県民税の納期限（１期～４期）６月 30 日、８月 31 日、
　10 月 31 日、１月 31 日
固定資産税の納期限（１期～４期）５月 31 日、７月 31 日、　
　12 月 25 日、２月末日
※納期限が土・日・祝日の場合、翌平日

【問い合わせ】役場町民生活課（℡ 35-3117）
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①または②に当てはまる人 ③～⑤のいずれか
に当てはまる人

助成内容
申請月から年度末まで 1カ月
あたり 500 円×２枚を交付

▼�③、④の場合
　申請月から年度末まで
1カ月あたり500円×２枚
を交付
▼⑤の場合
　申請月から年度末まで
１カ月あたり500円×４枚
を交付

必要書類

▼申請書
▼代理申請の場合は代理人の身分証明書
▼��対象者の身分証明書
　（健康保険証、介護保険証、
　マイナンバーカードなど）
※②に該当する人は介護保険証
が必要です
▼�運転免許の取り消し通知書
　または運転経歴証明書

▼�身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳、
特定疾病受給者証、更生医
療受給者証のいずれか

▼�運転免許の取り消し通知書
または運転経歴証明書

申請・
問い合わせ

役場福祉課　長寿福祉係
（℡ 35-5379）

役場福祉課　障がい福祉係
（℡ 35-5374）

　
町
内
で
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

で
、
次
の
条
件
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
を
対
象
に
県
内
で
使
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
月
か
ら
当
該
年
度
末
分
ま
で
交
付
し
ま
す
。

■�

条
件　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
人
が
対
象 

①
65
歳
以
上
の
人

②�

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人

※
②
に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許
証

を
所
持
し
て
い
て
も
交
付
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

③�

65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手

帳
１
、２
級
・
療
育
手
帳
A
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
所
持
者

④�

65
歳
未
満
の
難
病
患
者
で
特
定

疾
病
受
給
者
証
を
所
持
し
て
い

る
人

⑤�

腎
臓
機
能
障
害
が
あ
り
、
透
析

通
院
を
し
て
い
る
人

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に

　
　
　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す

令
和
７
年
度
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助
成
事
業

※申請は、泊・東郷支所でも受け付けています。また、タクシーチケッ
トは年度内で 1度しか交付できません。ご注意ください。

【申し込み・問い合わせ】
役場まちづくり企画課
（℡ 35-5305）

まちづくり座談会を行っています
　町では、町民の皆さまに対し、町政に関する情報提供および意見交換を
行う「まちづくり座談会」を実施しています。希望される区や団体は、ご
希望の項目を選択いただき、お申し込みください。

■まちづくり座談会の項目一覧
▼�生活関連　安全・安心なまちづくり、交通安全対
策、ごみの減量と分別、環境保全の取り組み、戸
籍・住民基本台帳、マイナンバー制度、固定資産税、
上下水道、町道、消費者生活、野良猫

▼�福祉関連　町立認定こども園と子育て支援策、各
種保険制度（国民健康保険、後期高齢者医療、介
護保険）、障がい者への理解、要介護状態となら
ないための予防活動、高齢者・障がい者が安心し
て暮らせる地域づくり

▼�健康づくり関連　健診の大切さ、健康対策、ゆり

はまヘルシーくらぶ事業
▼�産業関連　農林水産業の現状と今後の取り組み、
日本型直接支払制度、農産物加工所の利用、商工
観光事業

▼�教育関連　スポーツ振興、歴史文化を後世に、学
力向上対策

▼�その他　人権を考える、町の財政状況、音声告知
機の使い方、男女共同参画、ボランティア・NPO
法人、まちづくり活動について、個人情報保護
制度と情報公開制度、地方創生、デジタル推進、
SDGs、共助交通、景観のまちづくり

■助成内容・必要書類
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国保ドック検診
■対象　
①町国民健康保険加入者				  
②令和８年３月 31 日時点での年齢が 40 ～ 74 歳の人	
③�令和５、６年度に国保ドック検診を受診していない人
※受診決定後、受診日までに国保以外の保険に加入
した場合は、セットドックまたは短期ドックを受診
することはできません。
■定員　120 人（先着順）
■自己負担金
▼セットドック（短期人間ドック・脳MRI）
　69 歳以下 15,000 円、70 歳以上 8,000 円

　令和７年度国保ドック検診・長寿ドック検診の申し込みを 4 月 1 日（火）から受け付けます。
受診を希望される人は、役場健康推進課または東郷・泊各支所窓口でお申し込みください。

▼短期ドック（短期人間ドックのみ）
　69 歳以下 9,000 円、70 歳以上 5,000 円
■受診できる医療機関
▼セットドック（短期人間ドック・脳MRI）
　藤井政雄記念病院、野島病院、三朝温泉病院
▼短期ドック（短期人間ドックのみ）
　藤井政雄記念病院
長寿ドック検診					  
■対象　令和８年３月 31 日時点の年齢が 77 歳の人
■定員　15 人（先着順）			 
■自己負担金　5,000 円
■受診できる医療機関　藤井政雄記念病院

検診申し込みを受け付けています
国保ドック検診（セットドック・短期ドック）・長寿ドック検診 【問い合わせ】

役場健康推進課
（℡ 35-5375）

介護保険の適用除外施設
に入退所した時について
　町に住所がある 65 歳以上の人と、40 歳から
64 歳までの公的医療保険に加入している人は、
町の介護保険の被保険者となります。しかし、障
がい関連法・生活保護法などの適用を受けた入所
施設などの適用除外施設に入所し、生活介護およ
び施設入所支援を受けるなどの要件を満たす人に
ついては、介護保険の被保険者とはならず、介護
保険のサービスを利用することはできません。
　そのため、対象施設に入所する場合や、施設を
退所する場合、入所されていた人が 40 歳になっ
た場合などは、14 日以内に届け出が必要となり
ます。また、届け出る際には施設名や入退所の日
付がわかる書類を添付する必要があります。

■対象施設
▼指定障害者支援施設
▼医療型障害児入所施設
▼療養介護を行う病院
▼指定発達支援医療機関
▼救護施設　など
■�その他　国民健康保険以外の公的医療保険に加
入している場合は、加入している各医療保険者
にご連絡ください。

■問い合わせ・届出先
▼ 65 歳以上の人
　役場福祉課（℡ 35-5379）
▼ �40 歳以上 64 歳未満で国民健康保険に加入している人
　役場健康推進課（℡ 35-5372）

こども家庭センターが受け付ける主な相談内容
■母子保健について
▼妊産婦の健康相談▼育児支援▼新生児訪問
▼乳幼児健康診査▼産前産後サポート▼産後ケア
▼不妊治療▼小児慢性疾患▼難病▼未熟児養育医療
▼乳幼児の予防接種▼妊婦・乳幼児の歯科保健　
など
■児童福祉について
▼児童虐待▼子どもの貧困▼子育て短期支援
▼障がい児福祉サービス
■問い合わせ　役場子育て支援課（℡ 35-5322）

「こども家庭センター」4 月 1 日（火）設置
子育てに関する
相談の幅が広がります
　町では、妊産婦
や子ども、子育て
家 庭 に 関 す る 支
援 体 制 を 一 層 充
実させるため、子
育 て 支 援 課 内 に
設置していた「子
育て世代包括支援センター」を「こども家庭セン
ター」に変更します。
　「こども家庭センター」では、これまで行って
いた妊産婦や乳幼児の相談などの母子保健業務に
加え、支援を必要とする子育て家庭の相談などの
児童福祉業務を新たに担います。妊娠期から子育
て期にわたり保健師や社会福祉士などの専門職に
よる切れ目のない相談対応、支援を行います。

こども家庭センター
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い
き
い
き
！
農
業
！
～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

農
業
委
員
な
ど
の
主
な
業
務
を
紹
介
し
ま
す

■
毎
月
の
定
例
総
会
で
の
協
議

▼
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可

　
農
地
の
売
買
、
贈
与
に
よ
る
権

利
移
動
の
申
請
に
つ
い
て
審
議

し
、許
可
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

▼
農
地
転
用
の
意
見
進
達

　
自
分
の
農
地
ま
た
は
売
買
・
貸

借
な
ど
で
農
地
以
外
に
転
用
す
る

申
請
に
つ
い
て
、
農
地
転
用
基
準

に
適
合
す
る
か
を
審
議
し
、
許
可

相
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
許
可
権
者
で
あ
る
県
に
意
見

を
添
え
て
進
達
し
ま
す
。
こ
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
非
農
地
の
現
況
証
明
の
許
可

　
農
地
が
お
お
む
ね
20
年
以
上
の

長
期
間
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

況
か
ら
農
地
以
外
の
地
目
に
変
更

す
る
申
請
に
つ
い
て
審
議
し
、
許

可
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。
こ
の

申
請
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画

の
意
見
決
定

　

農
地
の
利
用
権
設
定
（
貸
借
）

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て
、
主
に
耕

作
者
の
今
後
の
耕
作
状
況
な
ど
に

つ
い
て
審
議
、
意
見
を
決
定
し
、

町
に
回
答
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
農
業
労
働
賃
金
等
標
準
額
の
決

定
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変

更
の
意
見
決
定
、
地
籍
調
査
事
業

に
伴
う
地
目
変
更
の
意
見
決
定
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

■
農
地
利
用
状
況
調
査

　
　
　
　
　
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

　
毎
年
７
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
町
内
の
農
地
の
利
用
状
況

を
調
査
し
ま
す
。
各
委
員
が
担
当

地
域
の
農
地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

遊
休
農
地
の
発
生
状
況
、
違
反
転

用
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

■
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

　
農
地
を
今
後
も
守
り
維
持
し
て

い
く
た
め
、
農
地
所
有
者
の
意
向

を
把
握
し
、
担
い
手
に
情
報
提
供

し
、
農
地
利
用
の
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
を
行
い
ま
す
。

■
農
家
相
談
会

　
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
農
地
転

用
の
事
前
相
談
、
農
業
者
年
金
な

ど
農
地
や
農
業
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
農
業
委
員
・

        

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農業委員会のネットワー
クが発行する専門紙です。
■発行日　毎週金曜日　　■購読料　月額 700 円（税込）
■ポイント
▼特徴のある週刊新聞…解説に力点をおいた企画編集とニュース報道
▼時代に鋭く斬り込む…農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
▼経営に役立つ…知っておきたい経営・流通情報と経営マインド
▼紙面はオールカラーで８ページ…より見やすく、わかりやすくを追求
▼読みやすく親しみやすい…地方版や鳥獣害対策が充実

「全国農業新聞」を購読しませんか

▼
農
業
委
員

※
カ
ッ
コ
内
は
居
住
地
域

　

土
海
政
信
（
東
郷
）	

　

下
田
健
一
（
東
郷
）	

　

尾
川
寛
信
（ 

泊 

）	

　

山
田
隆
雄
（
東
郷
）

　

長
谷
川
誠
一
（
東
郷
）	

　

山
下
和
子
（
羽
合
）

　

渡
邉
由
佳
（ 

泊 

）	

　

清
水
武
敏
（
羽
合
）

　

横
川
力　

  （
東
郷
）

　

中
村
弘
明
（
東
郷
）

　

蔵
本
孝
広
（
羽
合
）

　

山
上
真
治
（
羽
合
）

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
域

　

赤
井
保　

  （
羽
合
）

　

河
井
勝
重
（
羽
合
）

　

松
本
勝
男
（ 

泊 

）

　

山
本
正
義
（
東
郷
）

　

伊
藤
文
夫
（
東
郷
）

　

岡
本
章     （
東
郷
）

　

音
田
孝
好
（
東
郷
）

　

倉
本
哲
男
（
東
郷
）

【申し込み・問い合わせ】
町農業委員会事務局
（℡ 35-5389）
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頑張るママ、パパに
リフレッシュを！

■実施場所　国民宿舎水明荘
■開催日程・受け付け組数　毎月第２、第 4水曜日
　1日あたり２組まで受け付けます。
※年末年始など、日程が変わる場合があります。
詳しくはホームページをご確認ください。
■�対象者　生後２カ月～１歳未満の子どもと、母親

または父親
※１組あたり通算２回まで利用可能　
■利用料　2,000 円
■利用時間　10 時～ 15 時
■内容　　
▼お部屋で昼食
▼貸切風呂での入浴
▼お子さんの託児
▼助産師による育児相談やケア　
▼お部屋で休憩　など
※詳細は二次元コードからホームページをご確認
ください。
■問い合わせ　子育て支援課（℡ 35-5321）

産後ママ・パパひといき事業

　日常の育児と家事から少し離れて、食事や温泉
を楽しみ心身ともにリフレッシュする時間を過ご
してみませんか。その
間、お子さまは助産師
がお預かりします。希
望があれば、助産師に
よる育児相談やケアを
受けることができます。

■募集人数　３人
■応募資格（以下の要件をすべて満たす人）　　
①本町に在住している人
②４月１日現在において、満 18 歳以上の人
③平日開催（２時間程度）する委員会に出席できる人
※国もしくは地方公共団体の議員や公務員は応募で
きません。
■委員会の開催回数　４回程度（令和７年度）
■審議内容
　過疎地域の総合的な発展に関する重要事項の審議
■応募方法
　「地域の持続的発展について」をテーマとした

　町では人材育成、産業振興、住民福祉の向上など過疎地域の課題の解決や、地域の持続的発展を図るため、新た
な市町村計画の策定を予定しており、町民の皆さまの意見を施策に反映させるための委員会委員の募集を行います。

400 字程度の作文を応募申込書に添えて、役場まち
づくり企画課に持参、郵送またはメールにて提出し
てください。
　応募申込書はまちづくり企画課および東郷・泊各
支所に備え付けているほか、町ホームページでもダ
ウンロードできます。なお、応募書類については返
却いたしませんので、あらかじめご了承ください。
■任期　２年を超えない範囲で町長が定める期間
■応募期限　５月９日（金）必着　　　　　　
■その他
　委員には、町の規定に基づき、報酬を支給します。
■申し込み・お問い合わせ　役場まちづくり企画課
　（℡ 35-5304、メール ykikaku@yurihama.jp）

過疎地域の発展について共に考える委員を募集します

■最優秀作品（学年は３月時点のものです）
【一般の部（俳句）】
帰
き き ょ う

郷せし　吾
あ こ

子に夕
ゆ う げ

餉の　栗の飯
い い

（平山照美）
【一般の部（川柳）】
楽しみな　盆と正月　三世代（北原順美）
【中学生の部（標語）】
家族の日　言葉で伝える　ありがとう
（湯梨浜学園中学校３年　磯江美蘭）
【小学生高学年の部（標語）】
家族の声　いつも聞こえる　安心感
（羽合小学校４年　伊木想真）
【小学生低学年の部（標語）】
大切な　家族へかんしゃ　つたえたい
（羽合小学校３年　牧野文香）
■問い合わせ
　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）

「ゆりはま家族の日」
入賞作品が決定
　令和６年 11 月の

「ゆりはま家族の日」
に合わせて募集して
いた、家族をテーマ
にした俳句などの入
賞作品が決定し、3
月 1 日にハワイアロハホールで表彰式が行われま
した。入賞作品は町ホームページに掲載していま
す。たくさんのご応募ありがとうございました。
　最優秀作品と受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

受賞者の皆さま
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中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

信

館
民

通

湯
梨
浜
文
芸

今
月
の
一
句
・
一
首

日時　４月 17 日（木）８時～ 14 時
集合場所　中央公民館泊分館
コ�ース　倉吉市役所関金庁舎～旧泰久寺
駅跡～山守トンネル～旧泰久寺駅跡
（約 4.6 ㎞）

講師　一般社団法人倉吉観光MICE 協会
参加費　2,000 円程度（ガイド料・昼食代）
持�ち物　外歩きに適した服装・靴、帽子、
タオル、飲み物、雨具など

定員　20 人（先着）
申込期限　４月８日（火）
申し込み・問い合わせ　中央公民館泊分館

公

は
わ
い
句
会

静
か
な
る
湖う

み

を
抱
き
て
山
桜
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
河
本
久
美
子

干
し
網
の
東こ

ち風
に
ふ
く
ら
み
つ
つ
乾
く
　
　  

　
　
　
　
清
水
　
節
子

湖み
ず
う
みに
カ
ヌ
ー
の
か
け
声
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
林
　
　
伸
子

花
盛
り
ラ
イ
ン
で
繋つ

な

ぐ
心
か
な
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
長
門
あ
き
子

道
づ
れ
は
囀

さ
え
ず
りな
り
し
峠
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
照
美

ざ
っ
く
り
と
包
丁
入
れ
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
　
　
　
　  

　
　
笠
見
　
弘
美

深み
や
ま山
に
は
深
山
の
ま
ま
の
桜
か
な
　
　   

　   

　
　
　
　
谷
口
　
公
子

春
う
ら
ら
霊
峰
仰
ぎ
散
歩
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
　
　
堅
持

※
町
内
で
活
動
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
団
体
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
団
体
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
ま
た
は
各
分
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日時　４月 26 日（土）９時 30 分～ 11 時
場所　中央公民館　第 2研修室
講�師　田中理美（役場地域包括支援セン
ター介護支援専門員）

参加費　無料
定員　15 人
持ち物　筆記用具
申込期限　４月 23 日（水）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

どうする？初めての介護！～木漏れ日ふりそそぐ竹林を歩こう！～

【中央公民館泊分館】
●�吉村梅香パッチワーク作品展
　４月４日（金）～４月 29 日（火・祝）

ロ
ビ
ー
展

日時　５月 14 日（水）９時 30 分～ 12 時
場所　町ふるさと陶芸館
講師　増田裕司さん（町陶芸指導員）
参加費　700 円（材料代）
持ち物　エプロン
定員　10 名（先着）
申込期限　５月９日（金）
申し込み・問い合わせ　中央公民館羽合分館

中央公民館および各分館
の情報は二次元コードか
らご覧いただけます。

その他の情報はこちらから

陶芸教室

中
央
公
民
館
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧国鉄倉吉線廃線跡ウォーキング

旧国鉄倉吉廃線跡の竹林
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 ～ 18 時
休�館日／７日、14 日、21 日、25 日、
28 日、30 日

おはなし会
1４月 20 日（日）
■場所　羽合図書室
■�内容　図書館職員によるお
はなし会です。

2４月 26 日（土）
■場所　しおさいプラザとまり
■�内容　図書館職員によるお
はなし会です。

3４月 27 日（日）
■場所　町立図書館
■�内容　図書館職員による絵

本の読み聞かせです。
※開催時間は全て、10 時 30
分から 11 時までです。

４月の特集コーナー
【町立図書館】

お�でかけ特集…暖かくて気持ちの良い季節
は、自然と外へ出たくなりますね！　お
でかけに関する本を楽しい思い出作りに
お役立てください。

子�ども読書の日特集…４月 23 日の「子ども読書の日」に合わせ
て名作から新作まで絵本や児童書を集めました。

【羽合図書室】
エ�イプリルフール特集…４月１日の「エイプリルフール」にちな
んで「うそ・詐欺」がテーマの本を集めました。怖い嘘、優し
い嘘、悲しい嘘、嘘とホントの境界は…。図書館の本を通して、
新しい発見をしてみませんか？

【しおさいプラザとまり】
ガ�ーデニング特集…暖かい日差しが降り注ぐ春です。ガーデニン
グや野菜づくりを楽しみましょう。

図書館
だより

進め！協力隊 ～地域おこし協力隊通信～
vol.109

　
こ
ん
に
ち
は
、
藤
井
で
す
。
３
月
末
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
卒
業
し
ま
す
。

　
町
に
来
て
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
色
々
な
事
に
触
れ
、
と
て

も
充
実
し
た
３
年
間
で
し
た
。
在
任
中
は
梨
栽
培
に
携

わ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
梨
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
人
に
話
を
聞
き
な
が
ら
自
分
が
何
を
す
る

べ
き
な
の
か
を
考
え
、
東
郷
梨
選
果
場
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・

手
ぬ
ぐ
い
の
制
作
や
梨
フ
ェ
ス
の
企
画
、
農
業
者
向
け
の

体
改
善
イ
ベ
ン
ト
や
農
具
フ
ェ
ス
、
親
子
体
験
イ
ベ
ン
ト

な
ど
農
業
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
後
は
、
町
に
定
住
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
梨
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発
信
を
継
続
し
、
私
の
知
っ
て

い
る
体
改
善
の
知
識
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
梨
フ
ェ
ス

は
今
年
も
開
催
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
私
に
で
き
る
活
動

を
通
じ
て
町
を
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

特設コーナー
　毎年４月２日は国連の定めた「世界自閉症啓発デー」です。
また、日本では４月２日から８日までの１週間を「発達障がい啓
発週間」とし、多くの皆様に自閉症・発達障がいを理解して頂く
機会としています。
　自閉症・発達障がいは、脳機能の発達に起因する生まれつきの
障がいですが、周囲の理解や協力によって本人の負担を和らげる
ことができます。町立図書館では、障がいへの理解を深めていた
だくため、３月 28 日（金）から４月 15 日（火）まで啓発展示コー
ナーを設置しています。ぜひご覧ください。

梨のことがますます好きになりました
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ま
ず
は
、
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

誰
も
が
「
安
心
・
自
信
・
自
由
」
を

感
じ
ら
れ
る
幸
せ
な
暮
ら
し
を
送
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
互
い
の
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
、

人
権
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、

自
ら
の
言
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
の
変

化
が
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
達
も
自

分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
本
年
度
も
６
月
に
「
町
民

の
つ
ど
い
」、
10
月
に
「
人
権
教
育
推

進
大
会
」、
年
３
回
開
催
す
る
「
ゆ
り

は
ま
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
を
取
り
上
げ
、
研
修
機

会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
意
識
調
査
を
令
和
７
年
度
に
実

施
し
ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た
皆
さ
ま

は
調
査
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　　

皆
さ
ま
は
日
頃
人
権
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

人
権
と
は
、「
す
べ
て
の
人
が
人
間

ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権

利
」
で
す
。
私
た
ち
は
み
ん
な
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
人
権
を
持
っ
て
お
り
、
誰

も
が
そ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
は
偏
見
や
差
別

に
よ
っ
て
傷
つ
き
苦
し
み
、
生
き
づ
ら

さ
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

偏
見
や
差
別
は
、
相
手
の
こ
と
を
正

し
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。
自
分
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
、

知
ら
な
い
う
ち
に
、
相
手
を
傷
つ
け
て

い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

町教育委員会生涯学習・人権推進課
（℡ 35-5369）

～つなげよう　みんなの笑顔　この町に～
人権教育シリーズvol.154

　

昨
年
は
長
瀬
高
浜
遺
跡
発
見
50
周
年

を
記
念
し
て
、
羽
合
歴
史
民
俗
資
料
館

で
の
特
別
展
示
、
巨
大
集
落
遺
跡
と

埴は
に
わ輪
を
語
る
講
演
会
、
発
掘
調
査
見
学

会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

特
別
展
示
の
来
館
者
１
１
７
５
人
の
う
ち
、

半
数
以
上
が
町
外
・
県
外
者
で
、
全
国
的

な
注
目
度
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
埴
輪
の
専
門
家
で
あ
る

河
内
一
浩
さ
ん
が
長
瀬
高
浜
の
埴
輪
に

つ
い
て
語
り
、
学
生
時
代
に
昭
和
の
発
掘

調
査
で
見
つ
か
っ
た
円
筒
埴
輪
に
初
め

て
触
れ
た
際
は
、
そ
の
重
さ
に
と
て
も
驚

い
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
長
瀬
高
浜
の
円

筒
埴
輪
は
、
内
側
に
粘
土
を
重
ね
貼
り
し

て
、
他
の
地
域
の
埴
輪
よ
り
は
る
か
に
底

部
が
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
弓
の

弦つ
る

か
ら
手
首
を
守
る
鞆と

も

と
い
う
道
具
を

模
し
た
埴
輪
に
、
円
筒
状
の
台
座
部
分
が

な
く
直
置
き
す
る
形
状
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
全
国
で
も
唯
一
無
二
だ
そ
う
で

す
。
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
人

の
指
導
を
受
け
て
地
元
の
工
人
が
製
作

し
た
た
め
、
高
度
な
調
整
技
術
が
う
か
が

え
る
一
方
で
、
中
央
の
埴
輪
に
は
な
い
独

特
な
意
匠
が
随
所
に
み
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
河
内
さ
ん
は
考
察
さ
れ
て
い

ま
す
。
王
の
古
墳
の
た
め
に
用
意
さ
れ
、

築
造
中
止
に
よ
り
放
置
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
埴
輪
た
ち
。
古
墳
時
代
中
期
の

長
瀬
高
浜
遺
跡
周
辺
で
、
一
体
何
が
あ
っ

た
の
か
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

令
和
の
発
掘
調
査
で
は
古
墳
時
代
前

期
の
建
物
跡
か
ら
、
脚き

ゃ
く
つ
き
さ
ん
れ
ん
こ

付
三
連
壺
や
大

坂
湾
沿
岸
の
製
塩
土
器
、
中
国
製
の

飛ひ
き
ん禽
鏡き

ょ
う

な
ど
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
連
が

う
か
が
え
る
希
少
な
出
土
品
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
畿
内-

北
部
九
州-

大

陸
を
つ
な
ぐ
ヤ
マ
ト
王
権
の
交
易
ル
ー

ト
に
お
け
る
、
日
本
海
側
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
性
格
が
、

一
層
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

50
周
年
記
念
事
業
終
了
後
も
、
遺
跡

の
実
像
解
明
に
向
け
た
調
査
研
究
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

町
教
育
委
員
会　

中
野
秋
鹿

　

50
周
年
記
念
講
演
会
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴

で
き
ま
す
。
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
瀬
高
浜
遺
跡
発
見
50
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

湯
梨
浜
今
昔
物
語

共に生きる―

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

    

社
会
を
目
指
し
て

　
人
権
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
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　皆さまアロハ！
　２月、町長とともに海外に出張しました。訪
問先は、アメリカのハワイ州。私が 12 年間暮
らしたマイホームステイトです。ただし、今回
の訪問先は、私が暮らしていたオアフ島とは別
のハワイ島です。ハワイ島は、ハワイ州で最も
大きな島であることから、「ビッグアイランド」
とも呼ばれています。湯梨浜町と、ハワイ島全
域を管轄するハワイ郡は、姉妹都市提携を結ん
でいます。
　今回の出張の主な目的は、昨年の選挙で当選し、
新たなハワイ郡長となったアラメダさんとお会い
し、交流を深めるとともに、姉妹都市としての盟
約書を更新することです。ハワイ郡オフィスの人
とは国際電話やメールで何度もやりとりしてきま
したが、彼らはとても友好的で、家族のように私
たちを温かく迎え入れてくださいました。素敵な
プレゼントもいただくなど、大変感動しました。
　また、ハワイの商工会議所の関係者には、ハ

ワイ島横断の長時間ドライブ、歓迎会の開催、
ヒロの街のコミュニティや文化の紹介など、私
たちが滞在している間、大変お世話になりまし
た。彼らの協力がなければ、今回の旅がスムー
ズに進むことはなかったと言っても過言ではな
く、彼らのおもてなしには感謝しかありません。
　さらに滞在の２日目には、町と共同開発した
「二十世紀梨フレーバーのコーヒー」を生産す
るカウコーヒー・ミル社を訪問し、農園や製造
工場を見学しました。最近になってコーヒーを
飲むようになったばかりの私ですが、コーヒー
作りの大変さを実感できる、勉強になるツアー
でした。試飲したコーヒーは梨のフレーバーと
の相性が良くかなりおいしかったです。いつか
町内の皆さまに届くことを願っています。
　短い滞在でしたが、非常に有意義な旅でした。
これからもハワイとの交流を促進し、両コミュ
ニティの絆をさらに深めていきたいと思いま
す。マハロ！

M
y story from

 Haw
aii to Haw

aii

Li
vi

ng
 th

e 
dr

ea
m

カウコーヒー・ミル社の摘みたてのコーヒー豆

ハワイ郡との姉妹都市提携盟約書を更新
　町が姉妹都市として交流しているアメリカ合衆国ハワイ州ハワ
イ郡の郡長に、令和６年 12 月からキモ・アラメダさんが新たに就
任されたことを受け、宮脇正道町長が２月 18 日にハワイ郡を表敬
訪問しました。
　現地では、平成８年から続く友好交流を今後も継続していくこ
とを確認し合い、姉妹都市提携盟約書に更新の署名をしました。
　ハワイ郡とはこれまで、中学生の相互訪問による学校体験やホー
ムステイ、ハワイアンフェスティバルの開催、訪問団の派遣など様々
な交流事業を展開しており、令和８年には姉妹都市交流 30 周年を
迎えます。両地域の文化と人びとの理解・信頼を深め、友好の絆を
守り続けるため、今後も積極的な交流事業を展開していきます。

■問い合わせ
　役場まちづくり企画課（℡ 35-5311）

国際交流員ショーン・オースの
雑談コーナー

Sean time

たいむ

ショーンたいむ

ハワイ郡に表敬訪問vol. 7
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YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

小学校ってどんなところ？
羽合小学校体験入学

お兄さんたちと遊ぼう！
はわいこども園「ボール遊び交流会」

町内で初めての認定
スーパー農林水産業士認定証授与式

　２月 19 日に県庁でスーパー農林水産業士認
定証授与式が行われ、土井誠竜さん（方地）が
町内で初めて認定されました。
　スーパー農林水産業士とは、農林水産業を支
える人材育成のため、実践的な知識や技術の習
得などの一定の基準を満たした生徒を認定する
技術認定制度のことで、県内で農林水産業を学
ぶ高校生を対象に行われています。
　今回の授与式では、農業、林業、水産業の３
分野から 11 人が認定され、土井さんは農業の
分野で認定されました。

　はわいこども園の園児と倉吉北高校の生徒
による「ボール遊び交流会」を 2月 13 日、は
わいこども園で行いました。
　この交流会は、倉吉北高校の生徒が園児と
の交流を通して、社会性や協調性を育むこと
を目的としたもの。当日は倉吉北高校の生徒
29 人とはわいこども園の園児が鬼ごっこや
サッカーなどをして交流しました。
　こども園側は、当初５歳児クラス 38 人の
みの交流予定でしたが、年齢の低い園児も応
援するなど、こども園全体での交流となりま
した。
　参加した園児は「ボールをいっぱい蹴られ
て楽しかった」「お兄さんたちが優しくしてく
れた」と振り返りました。

認定を受けた土井誠竜さん（中央）

　４月に入学を予定している園児を対象とした、
羽合小学校の体験入学が２月7日に行われました。
　この体験入学は、入学前に学校の雰囲気を
感じながら、在校生と交流を行うもので、町
内外の保育園、こども園などの園児約 100 人
が参加しました。前半は１年生と遊びながら
交流を深め、後半は班に分かれて、５年生と
一緒に教室などを見学しました。
　参加した園児は「お兄さん、お姉さんが優し
かったです。小学校が楽しみです」と、４月か
ら始まる学校生活に期待に胸を膨らませました。

高校生とのお話に笑顔があふれます

５年生に案内してもらう園児たち
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白熱するスポーツ大会
町民卓球大会・町民バドミントン大会

　３月 11 日、湯梨浜中学校で卒業式が行われ、
157 人の生徒が卒業し、慣れ親しんだ校舎か
ら巣立ちました。
　このほか町立小学校では３月 19 日に卒業式
が行われ、羽合小学校 84 人、東郷小学校 44
人、泊小学校 21 人の計 149 人の児童が卒業。
６年間通学した母校を離れ、新たな一歩を踏
み出しました。

それぞれの学び舎から羽ばたく
町内小中学校卒業式

身
近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

入隊予定者を激励
県中部地区自衛隊入隊・入校予定者激励会

　東郷池周辺の施設を回り、東郷池の歴史的
価値や新たな活用法を考えるツアー「たぐる
とうご」が２月23日、松崎地内で行われました。
　このツアーは若者主体の地域づくりや鳥取
の魅力を県内外に発信する団体「とっとり若
者活躍局」に所属する磯江知弥さん（旭）が
県内外で建築活動に取り組んでいる「budouA.
E.C」とともに企画。磯江さんらにより三原屋
写真館で東郷池についての調査内容をスライ
ド形式で解説したのちに、松崎駅隣の旧観光
案内所の展示を見学を行い、旭地内にあるカ
フェ「HAKUSEN」にて意見交換を兼ねた交流
会が行われました。

東郷池の魅力を伝える
たぐるとうご

　町卓球大会が２月 16 日、町民バドミントン
大会が３月２日に東郷湖羽合臨海公園あやめ
池スポーツセンターで行われました。
　上位の成績は次の通りです。（敬称略）
▼町民卓球大会
①上浅津公民館②松崎二区オール③旭、長和田
▼町民バドミントン大会

【団体の部】①長和田・佐美②長瀬中部・光吉・
久留東③園・泊区、HAWAII スポーツ少年団
【個人の部】①石原雅志・谷脇忠久（漆原）②
絹川明・林志保（園）③会見康範・土海修治（長
和田）、前田拓己・前田英博（門田 B）

卓球を通して世代を超えた交流を図る

生徒全員で校歌を斉唱

　県中部地区出身で自衛隊に入隊、入校する
人の激励会が３月 15 日、中央公民館で行われ
ました。
　参加した遠藤駿さん（松崎四）は「国民に
頼られるような自衛官になりたいです」と決
意を話されました。町内出身の入隊者・入隊
先は以下の通りです。（敬称略）
▼遠藤駿＝航空自衛隊防府南基地
▼横山竜瑠＝陸上自衛隊松山駐屯地

旧観光案内所内の展示について説明を受ける参加者

激励会に参加した入隊予定者と関係者
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くらしの情報
information

べ
て
満
た
す
人　

▼�

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
お
お

む
ね
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
人

▼ �

平
日
の
夜
間
に
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

▼�

若
者
の
現
状
や
支
援
策
に
関
心
の

あ
る
人

募
集
期
間　
４
月
17
日
（
木
）
必
着

提
出
場
所　
役
場
子
育
て
支
援
課

提�

出
方
法　

応
募
用
紙
を
郵
送
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
は
、
役
場
子
育
て
支
援
課
、
東

郷
・
泊
各
支
所
に
設
置
す
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

そ�

の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

面
接
審
査
に
よ
り
２
次
選
考
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
子
育
て
支
援
課

　

�（
℡
３
５-

５
３
５
４
、
メ
ー
ル

ykosodate@
yuriham

a.jp
）

　
苗
木
購
入
や
設
備
の
機
能
強
化
な
ど

に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対�

象
者　
町
内
の
認
定
農
業
者
お
よ

び
農
業
者
団
体

※
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
組
合
員
に
つ
い
て

は
対
象
品
目
ご
と
に
生
産
部
で
取
り

ま
と
め
ま
す
。

対�

象
品
目　
二
十
世
紀
梨
、
ぶ
ど
う
、

い
ち
ご
、
す
い
か
、
メ
ロ
ン
、
ほ

う
れ
ん
草
、
梅

補�

助
内
容
・
補
助
率　

▼
苗
木
・

土
壌
改
良
材
購
入
＝
３
分
の
２

▼
棚
・
か
ん
水
施
設
更
新
＝
２
分

の
１
▼
栽
培
用
ハ
ウ
ス
機
能
向
上

＝
２
分
の
１
▼
貸
与
を
目
的
と
し

た
老
朽
ハ
ウ
ス
改
修
＝
３
分
の
１

▼
梨
の
改
植
＝
３
分
の
１

条�

件　
▼
事
業
完
了
後
か
ら
お
お
む

ね
５
年
以
上
の
営
農
の
意
志
が
あ

る
こ
と
▼
令
和
８
年
３
月
末
ま
で

に
事
業
完
了
す
る
こ
と

必�

要
書
類　

見
積
書
、
施
工
前
の
写

真
、
ほ
場
位
置
の
わ
か
る
も
の
、

販
売
実
績
資
料

申�

請
方
法　
産
業
振
興
課
で
聞
き
取
り

を
行
い
申
請
書
類
を
作
成
し
ま
す
。

提
出
期
限　
４
月
18
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５-

５
３
８
４
）

　
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
は

「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」
期
間
で

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
と
動
力
運
搬
車
に

よ
る
事
故
は
発
生
件
数
、
死
亡
事
故

と
も
農
作
業
事
故
の
中
で
高
い
割
合

と
な
っ
て
お
り
、
事
故
原
因
の
多
く

が
「
慣
れ
か
ら
く
る
油
断
」「
周
囲

の
確
認
の
怠
り
」
な
ど
で
す
。
い
つ

も
の
作
業
で
も
農
作
業
事
故
の
危
険

性
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ　

県
農
作
業
安
全
・
農

機
具
盗
難
防
止
協
議
会

　
（
℡
０
８
５
７-

２
１-
２
６
３
３
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
や
申
請
、
更
新
の
た
め
、
休
日
に

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

役
場
町
民
生
活
課
窓
口
延
長

スマホで読める

『広報ゆりはま』
右の二次元コードを読
み取り、アプリ「マチ
イロ」をダウンロード！

android 版

iOS 版

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

募
集
受
付
期
間　

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入�

隊
時
期　

令
和
８
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬
を
予
定

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
倉
吉

地
域
事
務
所
（
℡
３
５-

５
３
７
５
）

　
若
者
支
援
に
関
す
る
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
「
市
町
村
こ
ど
も
計
画
」
の

策
定
に
向
け
て
、「
湯
梨
浜
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　
１
人

委�

嘱
期
間　
５
月
１
日
～
令
和
８
年

４
月
30
日

開
催
回
数　
５
回
程
度
を
予
定

※
平
日
夜
間
の
開
催
を
原
則
と
し
ま
す
。

応�

募
要
件　
次
に
掲
げ
る
要
件
を
す

　
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・
転

出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
４
月
13
日
（
日
）
９
時
～
12
時

場
所　
役
場
町
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
生
活
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
天
神
川
の
堤
防
除
草
で
発
生
し
た

刈
草
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

申�

請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
て
、
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
課
に
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
国
土
交
通

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間　
11
月
28
日
（
金
）
ま
で

配�

布
期
間　
５
月
19
日
（
月
）
～

　
11
月
28
日
（
金
）

問�

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

国
土
交

通
省
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所
河
川

管
理
課

　

�（
℡
２
６ｰ

６
２
３
７
、
メ
ー
ル

kasen-kurayoshipc@
cgr.m

lit.
go.jp

）

　
町
で
は
、
介
護
用
品
の
購
入
費
を

助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対�

象　

要
介
護
４
、
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し

て
お
り
、
申
請
日
時
点
の
町
民
税

の
課
税
状
況
が
非
課
税
世
帯
で
あ

る
同
一
世
帯
の
家
族
。
た
だ
し
、

在
宅
の
高
齢
者
が
独
居
、
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、

募

集

日
時　
４
月
30
日
（
水
）　
17
時
15
分
～
19
時　

内�

容　
証
明
書
発
行
、町
税・水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
２
日
前
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

自

衛

官

候

補

生

町
子
ど
も・子
育
て
会
議
の
委
員

家
族
介
護
用
品
購
入
費
助
成

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

特
産
農
産
物
生
産
振
興
事
業

刈
草
の
無
償
配
布

　令和６年産の湯梨浜町うまい梨づくり共進会表彰を２月 22 日に中央公
民館で行いました。東郷二十世紀梨の出荷量、糖度、秀率、果重を審査し、
９人の生産者を表彰しました。（敬称略）
※カッコ内は果実支部名
■優秀賞　唐﨑大義（中興寺）、清水彰人（麻畑）
■�優良賞　下田健一（北福）、西村勝広（宇谷）、武部延廣（漆原）、福本安志（宮内）、
合同会社なかむら農場（藤津）、横川芳博（浅津）、岸田一成（北栄町土下）

栽培技術と経営改善意欲を高める
うまい梨づくり共進会表彰

優秀賞を受賞した唐﨑さん

お
し
ら
せ

➊

【問い合わせ】　
役場産業振興課（℡ 35-5384）

農
作
業
の
「
慣
れ
」
に
注
意
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くらしの情報 information

場�

所　

天
神
川
桜
づ
つ
み
公
園
東

屋
、
ま
た
は
東
郷
湖
羽
合
臨
海
公

園
内
新
川
区
ト
イ
レ
付
近

問�

い
合
わ
せ　
天
神
川
流
域
一
斉
清

掃
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
℡
２
６ｰ

６
２
２
１
）

　
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約 

第
５

回
締
約
国
会
議
」
に
お
い
て
、
一
般

照
明
用
の
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造
・
輸

出
入
を
、
令
和
９
年
ま
で
に
段
階
的

に
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
た

め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
計
画
的
な
更

新
を
各
ご
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
は
、

電
気
工
事
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
の

で
、
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
た
注

意
事
項
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
販

売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
ま
た
は

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
環
境
省

　
（
℡
０
３ｰ

３
５
８
１ｰ

３
３
５
１
）

　
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
・
障

害
児
福
祉
手
当
の
金
額
が
改
定
さ
れ

ま
す
。
改
定
後
の
金
額
は
次
の
通
り

で
す
。

児
童
扶
養
手
当

▼
全
部
支
給
→
４
万
６
６
９
０
円　

▼
一
部
支
給
→
４
万
６
６
８
０
円
～

　
１
万
１
０
１
０
円

第
２
子
以
降
加
算
額

▼
全
部
支
給
→
１
万
１
０
３
０
円　

　
３
万
円
、連
続
３
カ
年
度
を
限
度
）

��

対�

象
事
業　
週
に
１
回
程
度
で
行
う

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
活
動

対
象
経
費

①�

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
必
要
な

用
具
な
ど
の
購
入
費

②�

町
内
施
設
な
ど
の
使
用
料
お
よ
び

賃
借
料

③�

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
保
険
の
保

険
料

④�
大
会
に
参
加
す
る
た
め
の
参
加
費

（
旅
費
、
宿
泊
費
、
食
糧
費
な
ど

を
除
く
）

⑤�

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
る
の

で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ

ん
き
館
（
℡
３
４ｰ
３
０
１
１
）

　
令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
万
７
５
１
０
円
で
す
。
保

険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
納
付
が
難
し
い
場
合

は
、
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　

�（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）、
日
本
年

金
機
構
予
約
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡
０
５
７
０ｰ

０
５ｰ

４
８
９
０
）

日
時　
４
月
20
日
（
日
）
７
時
～

※
小
雨
で
も
決
行
し
ま
す
。
ま
た
雨

天
中
止
の
場
合
は
延
期
し
ま
せ
ん
。

町
内
に
居
住
し
て
い
る
町
民
税
が

非
課
税
世
帯
の
家
族
が
介
護
に
当

た
っ
て
い
れ
ば
、
同
一
世
帯
と
み

な
し
、
助
成
対
象
者
と
し
ま
す
。

助�

成
額　
１
枚
２
５
０
０
円
の
助
成

券
を
、
申
請
の
あ
っ
た
月
に
応
じ

て
交
付
し
ま
す
。

▼
４
月
～
７
月
＝
30
枚

▼
８
月
～
11
月
＝
20
枚

▼
12
月
～
令
和
８
年
３
月
＝
10
枚

※
使
用
期
限
は
、
申
請
の
あ
っ
た
年

度
の
年
度
末
ま
で

対�

象
用
品　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、使
い
捨
て
手
袋
、ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

対�

象
業
者　
い
な
い
（
全
店
）、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
（
ハ
ワ
イ
店
）、
コ
ス
モ

ス
（
湯
梨
浜
店
）
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
福
祉
課（
℡ 

３
５-

５
３
７
９
）

対�

象
団
体　
次
の
全
て
の
要
件
に
該

当
す
る
団
体

①�

団
体
の
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ

る
こ
と

②�

団
体
の
構
成
員
の
半
数
以
上
が
町

内
に
在
住
し
、
在
勤
し
、
ま
た
は

在
学
し
て
い
る
こ
と

③�

団
体
の
代
表
者
が
18
歳
以
上
で
あ

る
こ
と

　
た
だ
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お

よ
び
町
体
育
協
会
な
ど
の
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
な
ど

を
町
か
ら
受
け
て
い
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

�

交�

付
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

　
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限

▼
一
部
支
給
→
１
万
１
０
２
０
円
～

　
５
５
２
０
円

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
、
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
１
級
（
重
度
）
→
５
万
６
８
０
０
円

▼
２
級
（
中
程
度
）
→
３
万
７
８
３
０
円

　
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
り
、
在
宅
で
生
活
を
し
て

い
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

▼
特
別
障
害
者
手
当
→
２
万
９
５
９
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当
→
１
万
６
１
０
０
円

　
身
体
や
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

▼
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
に
つ
い
て

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　
県
の
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
え

ん
ト
リ
ー
倉
吉
セ
ン
タ
ー
」
が
打
吹

回
廊
に
移
転
し
ま
し
た
。
随
時
個
別

相
談
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
事
業
所　
打
吹
回
廊
１
階

　
（
倉
吉
市
明
治
町
）

問
い
合
わ
せ　

　
え
ん
ト
リ
ー
倉
吉
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
８
０ｰ

１
６
４
６ｰ

１
８
９
９
）

蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造・輸
出
入
の
廃
止

え
ん
ト
リ
ー
倉
吉
セ
ン
タ
ー
移
転

天
神
川
流
域
一
斉
清
掃

国
民
年
金
保
険
料
の
変
更

町
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
の
変
更

■バッジコレクションの廃止
　会員が利用できるウエブサービス「からだカルテ」
の機能で、設定された目標を達成することでバッジ
を獲得することができる「バッジコレクション」を
廃止します。

■アドバイスシートの発送頻度を３カ月ごとに発送
　会員を対象に、歩数状況や獲得ポイントなどの
情報を掲載した『アドバイスシート』を２カ月ご
とに発送していましたが、令和７年度から３カ月
ごとに発送します。４月、７月、10 月、令和８年
１月の情報をそれぞれの翌月に発送する予定です。

　ゆりはまヘルシーくらぶはウオーキングなどを通じた健康管理を進めています。これまで活用していた国の
交付金が令和６年度末で終了したため、令和７年度から会員向けのサービスを一部変更します。

ゆりはまヘルシーくらぶ健康コラム 【申し込み・問い合わせ】　
役場健康推進課（℡ 35-5375）
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【
浜
児
童
館
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
】

●�

春
の
お
楽
し
み
会

          

～
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
～

日
時　
４
月
19
日
（
土
）

申
込
期
限　
４
月
17
日
（
木
）

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
浜
児
童
館

　
（
℡
３
５ｰ

４
２
１
７
）

【
み
ん
な
の
ヨ
ガ
教
室
】

日�

時　

4
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日
い
ず
れ
も
月
曜
日
10
時
～
11
時

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

定
員　
各
回
12
人

※
子
ど
も
の
同
伴
不
可

持�

ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
料
水

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
９
）

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
次
の
運
動
教
室
に
参
加
す
る
と
、

１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
ま
す
。

●
歩
き
方
・

　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日�

時　
毎
週
水
曜
日
10
時
～
11
時

※
４
月
２
日
の
教
室
は
休
み

場
所　
北
溟
体
育
館

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
で
す
。

内�

容　

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
歩

き
方
講
座

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
９
日
は
無
料

●
コ
コ
カ
ラ
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
音
声
告
知
機
＝
役
場
デ
ジ
タ
ル
・
み
ら
い
戦
略
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
鳥
取
中
央
有
線
放
送
㈱
（
℡
０
１
２
０ｰ

８
８ｰ

２
５
６
５
）

　
協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部
の
保
険
料

率
に
つ
い
て
令
和
７
年
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
か
ら
次
の
通
り
変
更
さ

れ
ま
す
。

健
康
保
険
料
率　

　
９
・
68
％
→
９
・
93
％

介
護
保
険
料
率

　
１
・
60
％
→
１
・
59
％

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ

り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３

月
１
日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
５ｰ

０
０
５
０
）

　
４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
旅
客
運

賃
の
割
引
の
対
象
に
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
お
持

ち
の
手
帳
に
割
引
種
別
が
表
記
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
表
記
が

な
い
場
合
は
手
帳
を
役
場
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
帳
に
顔
写
真
が
貼
付
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
割
引
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

割
引
種
別

▼�

第
１
種
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級

▼�

第
２
種
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
ま
た
は
３
級

問
い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　

手
び
ね
り
で
の
陶
芸
体
験
で
す
。

初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。

日
時�　
４
月
12
日
（
土
）

　
９
時
30
分
～
（
２
時
間
程
度
）

場
所　
ふ
る
さ
と
陶
芸
館

参
加
費　
７
０
０
円
（
粘
土
代
含
む
）

申
込
期
限　
４
月
10
日
（
木
）

定
員　
12
人
（
事
前
申
込
制
）

注
意
事
項

▼�

エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
７
）

【
田
畑
児
童
館
Ｊ
パ
ラ
ダ
イ
ス
】

●
お
た
の
し
み
会

日�

時　
4
月
26
日
（
土
）

　
13
時
25
分
～
15
時
30
分

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
4
月
18
日
（
金
）

定
員　
15
人
（
事
前
申
込
制
）

持�

ち
物　
水
筒
、
ハ
ン
カ
チ

申��

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
町
立
田
畑
児
童
館

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
６
３
）

日������

時　
毎
週
火
曜
日

　

�

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
４
月
１
日
、
22
日
、
29
日
の
教
室

は
休
み

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内��

容　

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

　
（
当
日
受
け
付
け
・
先
着
順
）

参�

加
費　
５
０
０
円

�

※
４
月
８
日
は
無
料　

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
引
地
の
大
伝
寺
で
３
０
０
年
以
上

続
く
会
式
で
す
。
流
れ
勧か

ん
じ
ょ
う請 

の
供
養

に
続
き
、
中
将
姫
の
徳
を
敬
っ
て
練

り
供
養
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
境
内

に
は
九
品
ば
や
し
が
流
れ
、
露
店
が

並
び
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
す
。

日
に
ち　

４
月
28
日
（
月
）、
29
日

　
（
火
・
祝
）

問
い
合
わ
せ　
九
品
山
大
伝
寺

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
５
４
）

日�

時　
４
月
14
日（
月
）～
23
日（
水
）

の
13
時
15
分
〜
14
時
15
分

※
令
和
７
年
度
か
ら
、
毎
週
月
、
火
、

水
曜
日
（
祝
日
・
休
館
日
を
除
く
）

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
４
月
22
日
（
火
）
は
お
休
み

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
の
変
更

九く

ほ

ん

さ

ん

え

し

き

品

山

会

式

Ｊ
Ｒ
運
賃
な
ど
の
割
引

お
し
ら
せ

➋

運

動

教

室

催
し
も
の

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

陶

芸

体

験

教

室

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
各
教
室
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【
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
湯
梨
浜
な
が
え
保
育
園
】

　
4
日
19
日
土
10
時
10
分
～
10
時
40
分

　
　
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　
　

�

対
象
：
０
、１
歳
児

※
今
月
は
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
湯
梨
浜
な
が

え
保
育
園
以
外
の
こ
ど
も
園
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
８
日
、
15
日
火
９
時
30
分
～

　
　
手
形
足
形
ア
ー
ト

　
９
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
児
～
６
カ
月
児

　

16�
日
水
10
時
～
プ
レ
＆
産
後
ｍ
ａ
ｍ

ａ
広
場
（
妊
娠
中
の
人
、
生
後
２
カ

月
児
～
４
カ
月
児
対
象
）（
要
予
約
）

　
17
日
、
24
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
19
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
22
日
火
10
時
～
誕
生
会

　
23
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
対
象
：
６
カ
月
児
～
12
カ
月
児

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）】

　
14
日
、
21
日
、
28
日
月
９
時
30
分
～

　
　
好
き
な
遊
び

　
16
日
、
23
日
、
30
日
水
９
時
30
分
～

　
　
好
き
な
遊
び

　
13
時
～
16
時

※
１
月
１
日
～
１
月
３
日
は
除
く

連���

絡
先　
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

　

(

℡
０
９
０ｰ

３
８
８
０ｰ

３
４
９
８)

　
町
内
の
空
き
家
を
所
有
・
管
理
さ

れ
て
お
り
、
利
活
用
に
お
困
り
の
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
空
き
家
担
当
が
お
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
予
約

は
不
要
で
す
。

日
時
・
場
所

▼
４
月
16
日
（
水
）
10
時
～
12
時　

＝
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

問
い
合
わ
せ　
役
場
デ
ジ
タ
ル
・

　
み
ら
い
戦
略
課（
℡
３
５ｰ

３
１
４
１
）

【
休
日
急
患
診
療
】

▼�

内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診

療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

▼�

歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
立
口
腔
衛

生
セ
ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日・祝
）

▼�
小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時　

～
13
時
15
分
（
日
・
祝
）

【２月のごみ分別優秀集落】

家庭ごみ    　　　㌧  （-27.0）164.4

　「蛍光管」「乾電池」「充電池一体型製品」は
「有害ごみ」の日に出してください。不燃ごみ
の日には出せませんのでご注意ください。詳
しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■　蛍光管、乾電池などは ｢有害ごみ」

ごみの量 ２月（前年同月比） 交通事故
件　数　　    　　件  　（  0）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  0）
軽傷者　　    　　人  　（  0）

０
０
０
０

２月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　  人　（ -23）
おとこ    　　　　  人　（ - 5）
おんな    　　　　  人　（ -18）
世帯数    　　　　世帯（ - 4）

16,186
7,771
8,415
6,523

２月28日現在（前月比）人の動き

調 査 日

　２日
１９日
２５日
２８日

（前年２月：130～140cm）
透 明 度
１８０cm
１９０cm
１８０cm
１７０cm

東郷池透明度調査〔２月〕

もっと身近で
もっと豊かな

東郷池へ

松崎一、松崎二、松崎三、松崎四、松崎五、旭、北福、
福永、田畑二、方面、引地、麻畑、野花、羽衣石、
長和田、三通田、埴見、佐美、小浜、筒地、泊２、泊３、
泊４、泊６、久留東、光吉、浜、新川、上橋津

【
法
律
】
※
要
予
約

日
時　
４
月
９
日
（
水
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
は
ま

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所

▼����

４
月
８
日
（
火
）
13
時
～
15
時

　
＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
４
月
10
日
（
木
）
13
時
～
15
時

　
＝
中
央
公
民
館　

▼
４
月
15
日
（
火
）
13
時
～
15
時

　
＝
役
場
泊
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
東
郷
支
所

　
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
１
）

オ
ー
プ
ン
デ
ー

休

日

診

療

日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

空

き

家

相

談

会

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

そ
う
だ
ん

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

informationくらしの情報

家

族

の

つ

ど

い

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

対
象　
認
知
症
な
ど
の
人
の
介
護
者

問�

い
合
わ
せ　
役
場
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ
３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
家
族
に
よ
る
家
族
の
た
め
の
電
話

相
談
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。

相
談
料　
無
料

※
通
話
料
は
別
途
掛
か
り
ま
す
。ま
た
、

匿
名
で
も
相
談
は
お
受
け
し
ま
す
。

実�

施
日　
毎
月
第
１
、
第
３
木
曜
日

女性のための梨づくり体験
　女性農業者と一緒に梨の小袋かけ
作業を体験してみませんか。
■日時　5月 10 日（土）13 時～ 15 時
※小雨決行
■場�所　研修園（百年樹公園となり

／久見地内）
■定員　10 人
■そ�の他　参加費は無料ですが、野外
　作業ができる服装でお願いします。
■申し込み期限　4月 25 日（金）
■�申�し込み・問い合わせ　町二十世
　紀梨を大切にする町づくり委員会
　事務局（℡ 35-5384）

初心者向けスマホ相談会
■実施日時・会場
▼火曜日　9時～ 16 時　中央公民館
▼木曜日　9時～ 12 時　
　中央公民館泊分館
　13 時～ 16 時　役場講堂前相談室
▼金曜日　9時～ 16 時　
　役場講堂前相談室
■申し込み・問い合わせ
　役場デジタル・みらい戦略課
　（℡ 35-5306）

精
神
障
が
い
者
家
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
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 編
集

・
発

行
／

湯
梨

浜
町

役
場

デ
ジ

タ
ル

・
み

ら
い

戦
略

課
 　

〒
682-0723 鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
久

留
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番
地
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子
メ

ー
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R6.4.19 生まれ（引地）
（裕一さん・香澄さん）

前田　桜
お と か

音叶ちゃん
おとちゃん１歳おめでとう　これからも
楽しく笑顔で過ごそうね　だいすき

R5.4.19 生まれ（長瀬中部）
（晴輝さん・芽生奈さん）

河本　凪
な ぎ

生ちゃん
２歳のお誕生日おめでとう　弟に優し
くて元気いっぱいのなぎが大好きだよ

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
3.4

キーマカレー

今日からはじめる減塩レシピ

血圧コントロールで健康を守る！

■��材料（４人分）
豚ミンチ（合いびき肉でも可）
…200g、ショウガ…４g、ニン
ニク…４g、タマネギ…100g、
ジャガイモ…200g、ニンジン…
60g、エリンギ…100g、ラッキョ
ウ…10g、油…小さじ２、コショウ…少々【調味料】カ
レー粉…２～３g、ウスターソース…大さじ２、ケチャッ
プ…大さじ２、はちみつ…小さじ２、水…大さじ２
■���１人分　エネルギー 206kcal、たんぱく質 10.8g、
食塩相当量 1.1g
■作り方　
①ショウガ・ニンニクは、みじん切りにする。
②�タマネギ、ジャガイモ、エリンギは１cm 角、ニン
ジン、ラッキョウは５㎜角に切る。

③�フライパンに①と油を熱し、豚ミンチを炒める。
火が通ったら、一度取り出す。

④�同じフライパンで②のタマネギ、ニンジン、ジャ
ガイモ、エリンギの順に火が通るまで炒める。

⑤�④に③を戻し、調味料を加えてよく混ぜ、ふたを
してしばらく加熱する。最後にコショウで調え、
ラッキョウを入れて混ぜる。

■減塩ポイント　
　市販のルウで作ったカレーは１皿当たりの塩分量が
２g以上になることがあります。カレー粉はスパイスや
ハーブが絶妙なバランスでブランドされ、塩分をほとん
ど含んでいないため、塩分を抑えることができます。ま
た、辛さをお好みで調節することができます。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

R3.4.6 生まれ（南谷）
（良輔さん・麻実さん）

中本　晴
は る た

太ちゃん
４歳の誕生日おめでとう　これから
も素敵な笑顔で元気に過ごそうね

2025年
4月

　
vol.247

！

★

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・
電話番号・35 字程度のコメントを
添えて、メールにて役場デジタル・
みらい戦略課にお申し込みくださ
い。掲載後には、A4 版の拡大写
真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、役
場デジタル・みらい戦略課へご確
認ください。
※ A4 版の拡大写真は、画像が粗
くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【５月生まれの締め切り】
４月２日水（先着順）

今月は

主食！

R6.3.1 生まれ（東田後）
（健太郎さん・彩さん）

荒木　舞
まい

ちゃん
１歳おめでとう　食べることが大好き　
これからもすくすく大きくなあれ 

！

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
週

１
回
泳
い
で
い
る
の
で
す

が
、
先
日
水
泳
大
会
に
出

場
し
て
き
ま
し
た
。

　

周
り
の
選
手
は
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
し

て
い
る
よ
う
な
本
格
的
な
人

ば
か
り
。
初
心
者
の
私
は
ビ

ク
ビ
ク
し
な
が
ら
レ
ー
ス
を

迎
え
ま
し
た
が
、
な
ん
と
３

位
入
賞
。
運
が
味
方
し
て
く

れ
た
よ
う
で
す
。

　

次
に
出
る
と
き
は
優
勝

を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
ら
と
く
も

♪

　「再訪したくなる」「住みやすい」まちづくりをテー
マにした、移住定住促進イベントを開催します。
■日時　4月 27 日（日）10 時～ 13 時
■場所　東郷湖羽合臨海公園ハワイ夢広場
■駐車場　ハワイ夢広場、旧健康増進センター
■�内容　ピラティス、ヨガ、ジャイロキネシス、骨
盤調整、経絡アロマ、フードマルシェなど

※ピラティス、ヨガは原則事前予約制です。下記二
次元コードの応募フォームからお申し込みください。
応募締め切りは４月 15 日（火）です。
■問い合わせ　地域おこし協力隊　池本
　（メール kyouryokutaiikemotoakiko@gmail.com）

ME TIME ！開催します
自分のためだけの時間

ピ
ラ
テ
ィ
ス
、

ヨ
ガ
の
申
し
込

み
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

！
★ ★

　役場本庁舎、ハワイアロハホール、中央公民館で
利用されていた「ゆりはまフリーWi-Fi」は、４月１
日から、設備の老朽化に伴いサービスを終了します。
ご不便をおかけしますが、ご了承ください。

ゆりはまフリー Wi-Fi
サービス終了します

広
報
ゆ
り
は
ま
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